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会長講演
3 月 3 日（土） 9：45～10：15　第 1 会場

座長：谷口初美（九州大学）

母子と女性を守る助産の知と技、そして連携

村　上　明　美

（神奈川県立保健福祉大学　保健福祉学部　学部長）

略　　歴

　日本赤十字看護大学大学院博士後期課
程修了。博士（看護学）。
　東京大学医学部附属病院で助産師と
して約 10 年間勤務の後、山梨県立看護
短期大学、日本赤十字看護大学を経て、
2004 年より神奈川県立保健福祉大学保
健福祉学部看護学科助教授、2007 年教
授、2013 年看護学科長・教授、2017 年
度より保健福祉学部長・教授（現職）。
　主な研究テーマは「助産技術の解明と
開発」「熟練助産師のわざ」「安心で安全
な助産実践」。
　産科医療補償制度再発防止委員・分析
部会員、公益社団法人神奈川県助産師会
会長、公益社団法人全国助産師教育協議
会理事、公益財団法人日本助産評価機構
理事などを務める。
　主な著書に、『DVD で学ぶ助産師の「わ
ざ」仰臥位分娩介助技術　熟練の技を求
めて』（医歯薬出版）、『DVD で学ぶ開業
助産師の「わざ」フリースタイル分娩介
助』（医歯薬出版）、『助産師必携会陰保護
技術』（共著、メディカ出版）、『わざ言語
　感覚の共有を通しての「学び」へ』（共
著、慶應義塾大学出版会）、『助産実践能
力習熟段階〈クリニカルラダー〉にもと
づいた助産実践能力育成のための教育
プログラム』（共著、医学書院）、『臨床助
産テキスト第 4 巻　重要な周辺知識』（共
著、メディカ出版）、『先端医療シリーズ
48　臨床医のための最新産科婦人科学』

（共著、先端医療研究所）などがある。 

　2016年、わが国の出生数はついに100万人を下回りました。少子化の
進行は未だ止まらず、生まれてくる子どもの命の重みはどんどん増して
います。一方で、2015年のわが国の平均寿命は男性が80.79歳、女性が
87.05歳で、超高齢社会も進行し続けています。今後は国をあげて、子
どもを産み育てやすい環境整備に取り組み、加えて、年齢を重ねても元
気に自立した生活が営める社会づくりが必要です。
　わが国がこのような人口構造の変化に直面する中、助産師が出産施設
内のみで周産期医療にかかわっていればよい時代は終焉を迎えようとし
ています。
　会長講演では、学術集会のテーマである「母子と女性を守る助産の知
と技、そして連携」に関連づけながら、社会の動向を見据えた今後の助
産学研究の方向性を探ってみたいと思います。

1．母子の健康・安全を守る
　出産の高齢化や生殖補助医療の進歩等に伴い、ハイリスク妊娠が増加
しています。妊娠高血圧症候群、胎盤位置異常、多胎妊娠、妊娠糖尿病、
腎疾患や精神疾患合併など、ハイリスク妊娠の病態は様々です。その管
理に関しては、産科医師や新生児科医師をはじめ、多職種との連携・協
働が前提となりますが、助産学的あるいは医療経済学的視座等からの

「MFICU・NICU の継続ケア」「母体搬送（搬出・搬入）時の助産師の危機
介入」「ハイリスクを悪化させない助産ケア」などの検証研究も待たれる
ところです。
　また、社会的ハイリスク妊娠に対しては、社会福祉学、女性学、家族
社会学的なアプローチの研究も必要です。助産学研究にこのような方法
論の活用が期待されます。
　ハイリスク以外の妊産婦にも、正常な経過を正常で終わらせるために、
妊娠中の健康管理、親性の獲得支援、産後の子育て支援、母親のメンタ
ルサポートなど課題は山積です。今後の助産師活動は「子育て世代包括
支援」の一端を担い、出産施設から地域に場を移しての展開が想定され
ます。地域において助産師支援を広く浸透させ、その質を高める研究や、
支援の効果検証なども求められてきます。

2．女性の健康・安全を守る
　性や生殖を取り巻く健康課題・健康問題は、様々なライフステージに
おいて複雑な環境要因を包含し、多様な形で表出されます。
　例えば、予防のない性行動に伴う妊娠や性感染症、望まない妊娠の人
工中絶、女性への暴力、過剰なダイエット、アディクション、月経障害、
セクシュアリティに関する悩み、不妊・不育症、女性特有のがん、更年
期障害、高齢者の性などです。
　助産師は、これらの健康課題・健康問題に対して、現在は十分な支援
ができているとはいえません。また、助産師だけで対応できるものでも
ありません。
　われわれ助産師は、様々なライフステージにある女性の健康や安全を
守るために、今後多くの研究を通じて「助産の知と技」のエビデンスを
創出し、質の高いケアを実践していかなければなりません。そして、多
職種が協働してそれぞれの専門性を生かした知や技を発揮し、同じ目的
をもって前進していく必要があるのです。
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特別講演
3 月 4 日（日） 10：35～11：35　第 1 会場

座長：高田昌代（神戸市看護大学）

最初の 1,000 日の栄養

中　村　丁　次

（神奈川県立保健福祉大学　学長，公益社団法人日本栄養士会　名誉会長）

略　　歴

昭和 47 年 3 月 徳島大学医学部栄養
 学科卒業
昭和 47 年 4 月 新宿医院勤務
昭和 50 年 4 月 聖マリアンナ医科大学

病院栄養部勤務
昭和 53 年 4 月 東京大学医学部研究生
昭和 60 年 10 月 医学博士（東京大学医学

部）
昭和 62 年 4 月 聖マリアンナ医科大学

横浜市西部病院栄養部副部長、
 同大第 3 内科兼任講師
平成 6 年 4 月 聖マリアンナ医科大学

横浜市西部病院栄養
平成 11 年 4 月 聖マリアンナ医科大学

病院栄養部部長
平成 15 年 4 月 神奈川県立保健福祉
 大学保健福祉学部栄養学科長 / 教授
平成 19 年 4 月 神奈川県立保健福祉
 大学保健福祉学部長 / 教授
平成 20 年 12 月 聖マリアンナ医科大学

代謝・内分泌内科客員教授
平成 23 年 4 月 神奈川県立保健福祉大

学長　現在に至る
平成 26 年 3 月 Hanoi Medical University, 

Vietnam Visiting Professor for the 
Nutrition Bachelor Course 

学会等活動
日本栄養学教育学会理事長
日本臨床栄養学会副理事長
日本臨床栄養協会理事
日本保健医療福祉連携教育学会理事
日本食育学会常任理事
日本臨床生理学会評議員
日本肥満学会功労評議員
日本栄養・食糧学会代議員
日本栄養改善学会評議員
日本静脈経腸栄養学会名誉会員
ダノン国際研究財団理事
厚生労働省「循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業」中間・事後
評価委員長

消費者庁「特別用途食品制度に関する検
討会」座長

文部科学省「学校給食摂取基準策定に関
する調査研究協力者会議」座長 

書　　籍
「チーム医療に必要な人間栄養学の取り

組み」中村丁次編著　第一出版　「管
理栄養士技術ガイド」中村丁次、山本
茂編著　文光堂

「臨床栄養学 I・II」鈴木博、中村丁次編著
　建帛社

「栄養食事療法必携」中村丁次編著
　医歯薬出版

「こんな食事が病気を防ぐ」中村丁次著
　講談社

「食生活と栄養の百科事典」中村丁次編、
　丸善出版 

　21世紀になり、世界のリーダー達が妊産婦・小児栄養の重要性を口

にするようになった。2010年、当時のクリントン米国務大臣は、「最初

の1000日の栄養」こそが、その人の一生の健康を決定すると発言した。

私は、当初、生まれてからの1000日だと思っていたが、その後、正確

には妊娠中の10か月と2歳までの誕生日を足した日数であったことを

知り感動した。妊娠中の母体の栄養状態が、人生の中で最も重要だとす

るメッセージである。その後、この発言を受けてロンドンでのオリンピッ

ク期間中に「栄養と五輪」の会議が開催され、翌年、キャメロン英国首

相は「栄養サミット」を開催した。2008年の東京オリンピック期間中に

も計画されている。母体の栄養状態が悪いと、低体重児を出産し、この

ことが子供の発達障害の誘因になることは、以前から知られていた。

　しかし、1986年、英国のバーカー教授が提唱した「成人病胎児期発症

説」は、この事が子供の一生の健康問題に関わっていることを明らかに

したのである。この説は、受精時、胎児期または乳児期に、低栄養また

は過剰栄養に胎芽、胎児、乳児が暴露されると、肥満や生活習慣病の素

因が形成され、その後、不適正な生活習慣が付加されると生活習慣病が

発症しやすくなり、寿命にも影響するということである。イギリスで過

去のカルテを基に大規模調査が行われ、出生時体重が2,500g に満たな

かった人は、その後の心疾患による死亡率が約2倍と高く、総死亡率が

高いのは、2,270g 未満と4,540g 以上で、リスクは U 字型を示していた

ことが明らかにされた。つまり、妊娠中、低栄養でも過剰栄養でも、そ

の子供は長生きできないということになる。第二次世界大戦末期、オラ

ンダ西部のある地域がナチスに占領された時、激しい寒波によって食糧

の輸送が途絶え、餓死者が約2万人も出た。「オランダの冬の飢餓事件」

である。その時、妊娠していた母体から生まれた子供達は低体重者で会っ

たが、成人期には、肥満、メタボリック症候群、糖尿病、心筋梗塞など

過剰栄養がもたらす疾患が多発した。

　ヒトは、消費エネルギーを最小にし ､余剰のエネルギーは最大限に蓄

える「倹約遺伝子」を持っている。食料確保が困難であった時代に、生

き残るために選択された遺伝子であり、50種類近く報告されている。

倹約遺伝子を一種類持つひとは、基礎代謝量が200kcal 減少し、2種類

を持つひとは300kcal 減少する。妊娠時に母体の食事が不適正であれば、

胎児は飢餓に適応するために倹約遺伝子を発展させ、太りやすい体質を

持つ子供になっていく。近年のようなやせ志向社会では、若い女性のダ

イエットが流行して、豊かな社会における新たな栄養失調が拡大しつつ

ある。若年女子のやせと低体重児出産の増加は、現在わが国が抱える最

も重要な栄養問題だと言える。今回の講演では、妊産婦・小児栄養の重

要性を課題にしながら、栄養や食事の基本的なあり方についてもお話し

する。
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教育講演 1
3 月 3 日（土） 10：40～11：40　第 1 会場

座長：村上明美（神奈川県立保健福祉大学）

『わざ言語』という思想：『わざ』の伝承を支えるもの

生　田　久美子

（田園調布学園大学　教授・学長）

学　　歴

昭和 45 年 3 月 慶應義塾大学文学部社
会・心理・教育学科教育学専攻卒業

昭和 45 年 4 月 慶應義塾大学大学院社
会学研究科教育学専攻修士課程入学

昭和 47 年 3 月 慶應義塾大学大学院社
会学研究科教育学専攻修士課程修了

昭和 47 年 4 月 慶應義塾大学大学院社
会学研究科教育学専攻博士課程入学

昭和 54 年 3 月 慶應義塾大学大学院社
会学研究科教育学専攻博士課程単位取
得退学

職　　歴
平成元年 4 月 1 日～3 年 3 月 31 日　杉野

女子大学家政学部専任講師
平 成 3 年 4 月 1 日 ～6 年 3 月 31 日　 杉 野

女子大学家政学部助教授
平成 6 年 4 月 1 日～12 年 9 月 30 日　杉野

女子大学家政学部教授
平成 12 年 10 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日    

東北大学大学院教育学研究科教授
平 成 23 年 4 月 1 日 ~ 現在　田園調布学

園大学教授
平成 29 年 4 月 1 日～現在　田園調布学園

大学　学長

著書・論文
『わざ言語―感覚の共有を通しての「学

び」へ』（編著）慶應義塾大学出版会、
2011 年

『男女共学・別学を問いなおす―新しい
議論のステージへ』（編著）東洋館出版
社、2011 年

『「わざ」から知る』（コレクション認知科
学 6）新装版、東京大学出版会、2007
年

『ジェンダーと教育―理念・歴史の検討
から政策の実現に向けて』（編著）（東
北大学 21 世紀 COE プログラム ジェン
ダー法・政策研究叢書 第 4 巻）、東北
大学出版会、2005 年

「教育を文化的視座から捉えなおすこと
の意味―『文化』と『思考』に着目して
―」、『教育哲学研究』第 99 号、教育哲
学会、2009 年

“What are the Implications of  the 
Teaching and Learning Method 
of  Tradit ional  Japanese Art ist ic 
Performances?” ‘Kampf oder Dialog 
der Kulturen?’, Bildung und Erziehung 
(53). Jg.Heft4/Dezember, 2000

［監訳］J.R. マーティン（著）『カルチュラ
ル・ミスエデュケーション―「文化遺
産の伝達」とは何なのか―』、東北大
学出版会、2008 年。

［監訳］J.R. マーティン（著）『スクールホー
ム―〈ケア〉する学校』、東京大学出版
会、2007 年　他多数

　本講では、様々な実践共同体において「技能」や「技術」と呼ばれるも

の（発表者は「わざ」という言葉をあえて用いる）を伝承（教育）する際

に用いられる特殊な言語に注目し、その「効果」とともに背景にある「思

想」がいかなるものかについて考える。

　「わざ」の伝承という営みの過程において、「科学言語」や「記述（説明）

言語」とは異なる種類の言語（「わざ言語」）がしばしば用いられる事態

の背景には、ただ単に慣習的あるいは印象的な理由を超えて、「わざ言語」

の思想が在ると言わざるを得ない。

　発表者がこれまで研究対象としてきた伝統芸能の世界では、「科学言

語」や「記述（説明）言語」といった、学校教育では当然とされてきた言

語よりも、むしろ領域固有の独特な言語がジェスチャなどの身体動作と

ともに一つのメディアとして用いられる場面が多々見られる。「看護」の

世界でも同じような事態が見られるのではないか。例えば、その代用的

な表現としてあげられるのは、ヘンダーソンの「皮膚の内側に入り込む」

という言葉である。何故にこのような言語を用いるのか、用いざるを得

ないのか。こうした問いこそが本講で問いたい「問い」である。

　しかしながら、「わざ言語」の効果や思想を理解するためには、私たち

がこれまで「わざ」の伝承（教育）に関して「常識」としてきたものの根

源に立ち返る必要があるであろう。その根源はプラトンの思想にある。

ここで注目したいことは、「人間の知る（学び）」とは何かという問いに

対して一つの明確な答えが示されたという点である。まさに、そこから、

私たちの「わざ」の伝承に関する問いは始まったと言ってよい。

　

　本講では、1．具体的にどのような言語が「わざ言語」か。

　　　　　　2．使用の目的は何か。

　　　　　　3．「わざ」の伝承における思想 「ー常識」と「課題」。

等を論点として考える。

【参考文献】

『わざ言語ｰ感覚の共有を通しての「学び」へ』生田久美子（編著）慶應義

塾大学出版会 2011
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教育講演 2
3 月 4 日（日）9：30～10：30　第 1 会場

座長：福井トシ子（日本看護協会）

災害時の小児周産期医療
－災害時小児周産期リエゾン養成を開始して－

海　野　信　也

（北里大学病院　病院長，北里大学医学部産科学　教授）

学　　歴

昭和 57 年 3 月 東京大学医学部医学科卒
業

職　　歴
昭和 57 年 6 月 東京大学医学部附属病院

医員採用　その後同院産婦人科及び関
連病院（都立築地産院、焼津市立総合
病院、東京日立病院、関東中央病院、
国立国際医療センター）で産婦人科診
療及び研究に従事

平成 6 年 9 月 米国留学　コーネル大学
獣医学部生理学教室妊娠新生児学研究
室客員助教授

平成 12 年 1 月 東京大学大学院医学系研
究科講師（生殖発達加齢学専攻産婦人
科学周産期学部門）

平成 12 年 5 月 長野県立こども病院産科
医監・産科部長

平成 16 年 12 月 北里大学医学部産婦人科
主任教授

平成 21 年 7 月 北里大学病院副院長（診
療担当）

平成 24 年 4 月 北里大学病院長・学校法
人北里研究所理事

 現在に至る

論文・著書
Unno N, Kuwabara Y, Okai T, Kido K, 

Nakayama H, Kikuchi A, Narumiya 
Y, Kozuma S, Taketani Y, Tamura M. 
Development of an Artificial Placenta: 
Survival of isolated goat fetuses for 
three weeks with umbilical A-V ECMO. 
Artificial Organs 17: 996-1003, 1993.

Unno N, Giussani DA, Man A Hing 
WKH, Ding XY, Collins JH, Nathanielsz 
PW. Changes in ACTH and cortisol 
responsiveness following repeated 
part ial  umbil ical  cord occlusion 
in the late gestation ovine fetus.  
Endocrinology 138: 259-263, 1997.

Unno N, Baba K, Kozuma S, Nishina H, Okai 
T, Kuwabara Y, Taketani Y. An evaluation 
of the system to control blood flow in 
maintaining the goat fetuses on arterio-
venous extracorporeal membrane 
oxygenation: a novel approach to the 
development of an artificial placenta.  
Artificial Organs 21: 1239-1246, 1997

Unno N, Wu WX, Wong CH, Bennett 
PR, Shinozuka N, Nathanielsz PW. 
Prostaglandin regulation of fetal plasma 
adrenocorticotropin and cortisol 
concentrations in late gestation sheep.  
Biol Reprod 58: 514-519, 1998.

Unno N, Wu WX, Ding XY, Li C, Man 
A Hing WKH, Nathanielsz PW. The 
effects of fetal adrenalectomy at 110 
days gestational age on AVP and CRH 
mRNA expression in the hypothalamic 
paraventricular nucleus of the ovine 
fetus.  Brain Res: Dev Brain Res 106:119-
128, 1998.

本講演では、以下の2点を中心に災害時の小児・周産期医療の課題につ
いてお話しします。

【「地域周産期医療システムとしての事業継続計画」の策定の必要性について】
　大規模災害発生時、医療機関は通常診療を一時ストップさせ、災害に
よる傷病者対応を優先させます。そのため予定手術等は延期し、やむを
得ない救急疾患に限定して対応することになります。
　しかし、周産期医療は違います。当たり前のことですが災害時でもお
産は待ってくれません。また周産期合併症の発生も、災害時増加するこ
とはあっても減少することはありません。母児の安全確保はすべての国
民の願いであり、それは災害時も同様です。従って被災地であっても、
周産期医療提供体制は確実に維持される必要があります。電力や上下水
道などの社会インフラが機能しなくなると、小規模な施設は診療継続が
事実上不可能になります。地域で診療機能を維持し、通常より多くの妊
産婦さんを受け入れる施設とそこで対応する医療従事者が必要になるの
です。そのためには平時から地域の周産期医療関係者が話し合い、準備
を進めることが非常に重要と考えられます。

【災害時小児周産期リエゾンについて】
　わが国の災害対策基本法では、災害時、小児や妊産婦は「災害時要配
慮者」として位置づけされ、特別の対応が求められています。しかし、
東日本大震災の経験から、そのための体制整備は十分ではないことが明
らかとなり、関係学会、団体で様々な取組みが行われるようになりました。
　大規模災害時には救急搬送は、通常のルートではなく、すべて県庁に
設置される災害対策本部で調整され決定されます。119番通報では救急
車の手配はできなくなるのです。また、様々な人的物的支援についても、
県庁の本部経由となります。この本部の構成員には、DMAT や日赤、災
害医療コーディネーターなどが含まれており、平時にも各地域で準備を
進めています。しかし、こうした災害医療のシステムの中には、小児医療、
周産期医療関係者はこれまでほとんど参加していませんでした。それが、
小児・周産期領域の対策がなかなか進んでいない重大な要因と考えられ
ました。この状況の打開をめざして、平成28年2月に小児・産婦人科・
周産期領域の学会・団体の災害対策担当者で共同して厚生労働省に対し
て、災害発生時に県庁の DMAT 調整本部や医療救護本部で災害医療コー
ディネーターをサポートする専門家として「災害時小児周産期リエゾン」
というものを作るように要望書を出したところ、厚労省でもその必要性
を認め、平成28年度からその養成が始まりました。今度年間100名程度
ずつ養成されていく予定になっています。まず医師からということで、
小児科医、新生児科医、産婦人科医が対象となっていますが、今後は助
産師や看護師等の他の職種にも参加してもらうことになると考えられま
す。
　世界一の地震国であるわが国で「いつでも、どこでも、どんなときでも」
安全で安心な地域分娩環境を確保するためには、このような活動が必要
不可欠と考えられます。各施設、地域で平時からの準備を進めていただ
くことをお願いいたします。
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教育講演 3
3 月 4 日（日）14：55～15：55　第 1 会場

座長：山本詩子（山本助産院）

周産期医療の安全と連携
－宮崎県の取り組み－

池ノ上　　　克

（国立大学法人宮崎大学　学長）

学　　歴

1970 年 3 月 鹿児島大学医学部医学科
卒業

職　　歴

1970 年 11 月 鹿児島市立病院産婦人科
1980 年 5 月 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学、

アーバイン校産婦人科に留学
1991 年 1 月 宮崎医科大学医学部産婦

人科教授
2000 年 4 月 宮崎医科大学 ( 現宮崎大

学 ) 医学部附属病院副病院長
2007 年 10 月 国立大学法人宮崎大学医

学部長
2010 年 4 月 国立大学法人宮崎大学理

事（病院担当）・医学部附属病院長
2015 年 10 月 国立大学法人宮崎大学長

論文・著書

Antithrombin improves the maternal 
and neonatal  outcomes but not 
the angiogenic factors in extremely 
growth-restricted fetuses at <28 
weeks of gestation. Fujisaki M, Furuta 
K, Ohhashi M, Furukawa S, Kodama Y, 
Kawagoe Y, Sameshima H, Ikenoue T. 
Journal of Perinatal Medicine, 2016.12

Temporal trends in perinatal mortality 
a n d  c e r e b r a l  p a l s y :  A  r e g i o n a l 
population-based study in southern 
Japan. Kodama Y, Sameshima H, 
Ikenoue T Brain Dev., 38(4):386-391, 
2016.4

The regional centralization of electronic 
fetal heart rate monitoring and its 
impact on neonatal acidemia and 
the cesarean birth rate. Michikata K, 
Sameshima H, Urabe H, Tokunaga 
S, Kodama Y, Ikenoue T. Journal of 
Pregnancy, vol.2016，2016

Intrapartum fetal heart rate patterns 
preceding terminal  bradycardia 
in infants (>34weeks) with poor 
neurological outcome: A regional 
population-based study in Japan

 Kodama Y, Sameshima H, Yamashita 
R, Oohashi M, Ikenoue T. J. Obstet. 
Gynaecol. Res., 41(11):1738-1743, 
2015.11

　最近の母体・胎児・新生児を対象とした周産期医療の進歩には目を見

張るものがあり、わが国の母児の救命率は大幅に改善された。約50年
前の日本の妊産婦死亡率は先進諸国に比べて著しく高い状況にあり追い

つけ、追い越せのムードでひた走ってきた。その結果母子保健に係る多

くの人々の努力と社会の発展とが相俟って、先進諸国のなかでもトップ

クラスの優れた結果が得られるようになった。

　宮崎県の周産期医療は、産婦人科診療所を主体とする34の1次医療機

関と、6つの国公私立総合病院からなる2次の地域周産期医療センター、

そして最後の砦として3次の機能を果たす宮崎大学医学部附属病院総合

周産期医療センターで構成されている。この県内全域を含む連携システ

ムが機能して現在の良好な周産期死亡率が維持されている。このシステ

ムを維持するためには、周産期医療に係る者同士のコンセンサスが必要

である。1次・2次施設の医療者を対象にした宮崎大学と県医師会の共

催による「ひむかセミナー」を毎年1回開催しており、平成30年3月で

22年目を迎える。セミナーでは妊産婦や新生児の医療に必要な基本的

テーマを繰り返し講演して、考え方や管理方針の方向性を共有し、全体

の周産期医療レベルの向上を目指している。毎年総数200人前後の医師

や助産師をはじめとする医療従事者が参加している。講師の多くは宮崎

大学産婦人科と小児科の医師や助産師が務めている。

　宮崎県の総分娩数は年間約1万例であるが、周産期死亡の85％は地

域、または総合周産期センターで対応されており、1次施設では15％に

留まっている。さらに1次施設での新生児死亡は4％のみであり、96％
は2次・3次の周産期センターに母体搬送後に対応されている。これら

の周産期死亡率を10年間の平均でみると全国平均を大幅に下回ってお

り、本県での医療連携のネットワークが良好に機能していると言える。

宮崎県の全分娩について行われた施設の分布をみると、約80％が1次診

療所を中心に行われている。リスクが認められた妊産婦は周産期医療セ

ンターへ紹介されており、その割合は地域センターに約17％、総合セ

ンターである宮大学病院に約3％となっている。

　この宮崎県の周産期医療が行われた施設の分布のバランス（80：17：3）
は、1961年に Kerr White が発表した地域の住民1000を対象にしたプラ

イマリーケア―における1次、2次、3次医療の必要バランス（75：23：2）
と極めて類似している。地域連携による医療ネットワークを確立し、そ

の機能を維持していくためには、このような医療エネルギーの分布バラ

ンスを考慮した連携の在り方が求められる。この中で今後、助産師が果

たすべき新しい役割を確立して、わが国の周産期医療が母児のみならず、

医療の提供者側にとってもより充実したものになることが期待される。
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市民公開講座 1
3 月 3 日（土）14：00～15：00　第 1 会場

座長：吉田安子（神奈川県立保健福祉大学）

国際都市横浜の誕生

西　川　武　臣

（公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　横浜開港資料館　副館長）

学　　歴

1979 年 3 月 明治大学大学院文学研究科
史学専攻博士前期課程修了

1996 年 3 月 明治大学大学院、博士（史
学）取得

職　　歴

1981 年 6 月 横浜開港資料館調査研究員
2012 年 4 月 横浜開港資料館副館長
 現在に至る

論文・著書

単著『ペリー来航、日本・琉球をゆるが
した 412 日間』（中公新書、2016 年刊）

共著『開国日本と横浜中華街』（大修館書
店、2002 年刊）

単著『横浜開港と交通の近代化』（日本経
済評論社、2004 年刊）

単著『浦賀奉行所』（有隣新書、2015 年）

　横浜は1859年7月1日に、前年にアメリカ・オランダ・ロシア・イギ

リス・フランスと結んだ通商条約にもとづき開港した。その後、横浜に

は条約締結国の人々が移住し、この町は日本最大の国際都市として成長

することになった。幕府は、その後も西洋諸国との交流を深め、1860
年以降、ポルトガル・プロイセン・スイス・ベルギー・イタリア・デン

マークとも通商条約が結ばれた。

　幕府は、開港に先立ち現在の横浜市中区の中心部に開港場（外国人が

永住すると同時に日本人商人と貿易することを認められた市街地）を建

設し、半農半漁の村は、わずかの期間に大きな都市へと変貌した。

　まず、当時の一級国道であった東海道と開港場を結ぶ「横浜道」が造

成され、横浜は首都である江戸と結ばれた。また、海岸部には波止場が

造られ、波止場では輸出品や輸入品が揚げ下ろしされた。市街地中心部

には運上所と呼ばれる外交や関税徴収事務をおこなう役所が設置され

た。さらに、現在、横浜スタジアムがある場所には遊郭が置かれた。市

街地の完成にともない全国から日本人も移住し、1864年には日本人人

口が1万2000人を超えた。

　貿易の本格的な開始は生糸の輸出から始まり、1859年9月頃から横浜

には大量の生糸が集荷されるようになった。その後、茶や蚕種（蚕の卵）

の輸出も始まり、これらの商品は莫大な外貨を稼ぐことになった。一方、

1860年からは輸入貿易も活性化し、綿織物・毛織物を中心に、武器・船舶・

砂糖・鉄製品が国内に移入された。

　こうして日本の経済は横浜を通じて国際経済と結びつくことになっ

た。当時、国内では長崎・箱館（函館）でも貿易がおこなわれていたが、

横浜は他の貿易港を圧倒し、幕末・明治初年を通じて横浜での貿易額は

全国貿易額の3分の2以上を占めた。また、主要輸出品の生糸は横浜が

独占し、茶についても全輸出量の60％以上が横浜から輸出された。

　このように横浜は日本の経済を左右するような都市であったが、多く

の外国人が居住したことによって、海外の情報や文物は横浜を通じて国

内に広まっていった。こうした機能は開港直後からみられ、キリスト教

や西洋の食べ物、さらにはスポーツや写真・マッチ製造などの技術が、

横浜から全国に伝えられた。その範囲は広く、横浜で発行されていた新

聞や横浜で購入した西洋楽器などが九州や東北の旧家の蔵から発見され

ることも珍しいことではない。

　残念ながら幕末・明治初年の横浜の町並みは、1923年9月1日に発生

した関東大震災と1945年5月29日の大空襲によって大きな被害を受け

て残っていない。また、古い記録なども焼失してしまった。しかし、国

際都市として大きな役割を果たしたという「都市の記憶」は脈々と市民

に語り継がれている。
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市民公開講座 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 1 会場

地球のステージ 2

～国境を越えて～

桑　山　紀　彦

（海老名こころのクリニック　院長，特定非営利活動法人　地球のステージ　代表）

学　　歴

1987 年 3 月 山形大学医学部卒業、医師
免許取得

1988 年 4 月 山形大学医学部大学院博士
課程入学

1992 年 3 月 山形大学医学部大学院博士
課程卒業、医学博士号取得（精神薬理
学）

1993 年 4 月 精神保険指定医取得
1994 年 9 月 オスロ大学附属心理社会的

難民センター留学（ノルウェー王国、
95 年 6 月帰国）

職　　歴

1987 年 4 月 山形大学医学部附属病院精
神神経科入局、勤務、留学から帰国後
も復局

1996 年 9 月 山形大学医学部附属病院精
神神経科退職

1996 年 10 月 医療法人二本松会 上山病
院勤務

2009 年 9 月 医療法人二本松会 上山病
院退職

2009 年 11 月 東北国際クリニック開院、
院長就任　（現：医療法人東北国際医
療会）

2016 年 3 月 医療法人東北国際医療会退
職

2016 年 4 月 海老名こころのクリニック
開院、院長就任

論文・著書

心理社会的ケアマニュアル（2017 年、福
村出版）

地球のステージ ほんとうのしあわせっ
てなんだろう（2004 年、メイツ出版）

地球のステージ２ 国境を越えて…（2005
年、メイツ出版）

多文化の処方箋（2009 年、アルク新書）
ジェンダーと多文化（1997 年、明石書店）
国際結婚とストレス（1995 年、明石書店）

大画面とライブ音楽による世界。命の数だけ物語がある。
　医師になってすぐ、観光気分で出かけたフィリピンである少女と出

会った。彼女の名前はロエナス。「お金ちょうだい」と言って手を差し伸

べてきた少女に風船を手渡すと、最高の笑顔を返してくれた。彼女の家

に行ってみると、目の病気を抱えた祖母がいた。脱脂綿で目の膿を拭き、

手持ちの薬をあげた。すると、きれいにした目から涙があふれ、「あり

がとう」を繰り返された。ずっと内気で、なかなか人となじめない自分

だけど、人の役にたつことができる。そう気づき、国際医療協力の道へ

踏み出した。

　湾岸戦争後のイラク、紛争が続くソマリア、旧ユーゴスラビア、パレ

スチナ、独立間もない東ティモール、地震の救援で出かけたイランやパ

キスタン、インドネシア。多くの国で活動し、たくさんの明るくたくま

しく生きる姿に出会い、元気をもらってきた。ノルウェーでの留学を機

に心理社会的ケアへの造詣を深め、寄り添い、ともに困難を乗り越えた

人々がいる。そんな人たちの姿を日本で伝え、私たちにできることを考

えていきたい。そう思い始めた、映像と音楽と語りを組み合わせたコン

サートステージ「地球のステージ」は全国の学校現場を中心に年に170
回ほどの公演を重ね、21年でのべ3600回を数える。今回はその中から、

「心のケア」「生き方」「命の大切さ」に焦点を当てて話していきたい。

　現在、活動の拠点としてパレスチナと東ティモール、ミャンマーに事

務所を置き、現地スタッフとともに活動を続けている。紛争が続くパレ

スチナでは心のケアに力を入れている。辛い体験に蓋をするのではなく、

言葉や形にして友達と共有することで新しい力に変えていく。前向きに

生きる人々の強さは無敵だ。「心の健康」のための「心理社会的ケア」は

国際協力における最も大切な手法となっている。その「心理社会的ケア

マニュアル」を2017年8月に発刊した。ステージではそんな心理社会的

ケアの実際も紹介しながら、内容を展開していく。

　東ティモールはまだまだインフラも国の施策も追いつかず、医療も未

熟だ。保健医療への知識や理解も乏しいため、救える命も置き去りにさ

れてしまう。私たちは山間部の村で巡回診療を行い、保健や予防の知識

を広め、助産師の育成を通して安全な出産と成長を促すシステム作りを

手伝っている。幸せへの第一歩は健康であること。それをめざして日々

活動している。

　国際協力の現場をどう伝えるか。それもまた大切な課題である。行っ

た者でなければわからないような伝え方では理解は拡がらない。「地球

のステージ」は、そんな国際協力現場をライブ音楽と大画面のフルハイ

ビジョン映像で伝えるコンサートステージ。頭で考えるのでなく、心で

感じることを大切にしたこのパフォーマンス、ぜひご覧いただきたく思

う。感動の世界への入り口へどうぞ！
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シンポジウム 1
3 月 3 日（土）13：50～15：20　第 5 会場

NICU に入院した子どもの母親への支援と連携
～子どもの状態と NICU の環境を知る～

座長：長　内　佐斗子（日本赤十字社医療センター）

　子どもが NICU に入院している母親への支援と連携はなにか、会場の助産師の方々と共有ができることを

ねらいに企画した。

　助産所や産科病棟の出産後の母親は子育ての指導や母乳育児確立に向けての支援を受けながら母親として

の育児を体験し、退院時には母子が家族に囲まれて一緒に退院することが多い。家族から母と子は祝福され、

子どもも家族の一員として退院する。しかし、子どもが 新生児集中治療室（以下 NICU という）に入院した

母親は一人での退院となり、子どもを入院させた状態で退院することは母親も心苦しい思いがあるだろう。

　NICU 医療の現状は、母子保健の水準からみると、日本は平成24年までの過去5年は、低出生体重児（2500g

未満）の割合は9.6% であり、低出生体重児の出生割合は世界水準では高い。先進国における低出生体重児の

主な理由は、多胎出産（不妊治療による）、高齢出産、陣痛誘発や帝王切開分娩といった分娩管理技術の使用

増加による低出生体重児の生存率増加とも言われている。さらに日本の場合は、若い女性の喫煙率が上昇し

ていることも影響している。しかし、日本の場合は低出生体重児の増加が乳幼児死亡率（1歳未満）の増加に

は結びついていない。新生児医療技術は世界トップの水準である。

　低出生体重児の出生率が高いことは、NICU で治療される子どもの数が増えていることが言える。その中

で、助産所や産科病棟で働くスタッフが、母子分離の状態への母子にどのような支援が重要か知るためにも、

NICU に入院している子どもの状態の知識を持つこと、NICU という環境を知ることがケアにつなげる近道

になると考える。また母親からの情報だけでも、ある程度子どもの状態が推測でき、母親への支援につなげ

ることができると考えられる。

　NICU の環境は医療機器も多く、かつ感染対策の意識が高く、安易に伺いにくい場所である。そこで今回は、

3名のシンポジストを迎えて、医師は新生児医療の超低出生体重児の治療と子どものケアについて、助産師

は NICU で勤務した中で感じたこと、また産科病棟の助産師として働く中での母親への関わりについて、臨

床心理士としての母親への関わりについてなど、他職種の意見を交えながら意見交換ができるシンポジウム

としたいと考えた。
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シンポジウム 1
3 月 3 日（土）13：50～15：20　第 5 会場

座長：長内佐斗子（日本赤十字社医療センター）

新生児集中治療室 NICU における超低出生体重児の急性期管理
～ご家族になにをどのように伝えて理解してもらうか？～

星　野　陸　夫（神奈川県立こども医療センター　患者家族支援部　部長）

略　　歴

1986 年 3 月 北里大学医学部卒業
1987 年 4 月 北里大学小児科研修医
1992 年 4 月 神奈川県立こども医療セン

ター新生児科
2013 年 4 月 現職

編著書

猪谷泰史、大山牧子、齋藤純一、星野陸
夫。神奈川県立こども医療センター新
生児診療マニュアル（第 6 版）。東京医
学社（2015 年）

　超低出生体重児の生命予後は年々改善して、在胎23-24週、出生体重

500-600g の早産児でも90％以上の生存率となった。しかし急性期には、

脳室内出血や壊死性腸炎など予後に影響を及ぼす重大な合併症併発の可

能性があるため、その管理に細心の注意を要する事はいまも変わりがな

い。

　現在の我が国の周産期医療において、超低出生体重児の早産が予測さ

れる場合には、総合周産期センターに母胎搬送されて分娩になる事が多

い。分娩前に両親に対して、1000g 未満の早産児の分娩と、生まれた子

どもが NICU でどのように管理されてどのような経過を辿るのかを、産

科と新生児科それぞれの立場から説明しておきたい。当センター新生児

科からは、超低出生体重児の管理方法、人工呼吸管理期間や入院期間な

どを説明すると共に、自施設データによって急性期の合併症発症率や遠

隔期の発達予後を示すことで、先々に対してある程度のイメージを持っ

てもらえるよう努めている。ただし、そうした説明の際には、それは一

般的事実であって、ご家族の子どもに直接起きることではない点を伝え

るようにも気をつけている。

　すべての新生児の出生時には、できるだけ早く子どもを母親に会わせ

触れさせた上で、誕生を祝い NICU 管理の開始を告げている。NICU 入

室後は1-2時間で状態を把握し安定のための処置を施した後に、産科病

室において産科医・助産師・NICU 看護師同席の上で両親に初回の説明

をする。急性期に重大な合併症を起こさないために、呼吸や循環の管理

が重要になる事を伝えると共に、母乳が大切な役割を果たすことを伝え

て、乳房の手入れと早期からの頻回搾乳をお願いしている。数滴の母乳

を口腔内に滴下することで、未熟児の消化管は動き始め、栄養を吸収す

る準備を整える様子がレントゲン写真でも確認できる。また早期母乳栄

養は腸内細菌叢の正しい形成のためにも重要で、感染防御につながり未

熟児の予後を改善する。さらに、分娩前から母親の胸に抱いてもらって

おいたリネン（呼称：カンガルータオル）を保育器内に入れることで、

母親の常在菌を子どもに定着させることも感染予防に役立つと考えてい

る。

　生後3日を過ぎると、多くの未熟児で呼吸や循環も安定化に向かい、

本格的な経腸栄養を始められるようになる。超低出生体重児は、生後1
週間程度で出生体重から10-15％の体重減少を認めるが、このころには

母親の体調も落ち着いて母乳分泌も順調になる事が多く、母乳栄養も進

むため生後10日あたりからゆっくり体重増加に転じる。母親の退院時

には、両親に対してそのような状態を説明すると共に、改めて母乳育児

の大切さを伝えて協力を求めている。

　NICU における超低出生体重児の管理は、専門家による厳密な治療だ

けが重要視されがちだが、母乳育児を初めとした家族参加によって初め

てよい結果に繋がることが実証されている。そのことを家族とすべての

関係者に伝えて、相互協力できるように努力していきたい。
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シンポジウム 1
3 月 3 日（土）13：50～15：20　第 5 会場

座長：長内佐斗子（日本赤十字社医療センター）

子どもが NICU に入院となった母親を産科病棟の助産師としてどう支えるか

谷　内　　　薫（金沢大学附属病院　産科病棟）

学　　歴

1994 年　国立金沢病院附属看護学校卒
業

1995 年　大阪大学医学部附属助産婦学
校卒業

2007 年　新生児集中ケア認定看護師取
得

2011 年　金沢大学大学院医学系研究科
博士前期課程修了

2016 年　金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科博士課程修了

職　　歴

1995～1997 年 国立金沢病院　産科病
棟勤務

1997～2003 年 大阪大学附属病院　小
児科病棟、周産母子センター勤務

2003 年～　金沢大学附属病院　NICU、
GCU、産科病棟勤務　現在に至る

　低出生体重児の出生数は年々増加し、NICU に入院するハイリスク児

も増加している。ハイリスク児を出産した母親はショック、悲嘆、自責感、

その後喜びや愛着などを感じ、適応、再起の段階に至ると言われている。

そのため出産後間もない母親の、ショックや悲嘆などで不安定な心理状

態を受け止めることが必要である。筆者は助産師として NICU 側から母

親とかかわった経験、産科病棟側から母親かかわった経験があり、両者

の立場から母親への関わりのあり方、連携のあり方を考えてみたい。

　NICU でのこころのケアの重要性は言われており、親と子の関係性を

育むケアとして、支える環境を提供することが重要である。しかし実際

には、NICU 入院後に母親と初対面となることが多く、母親のパーソナ

リティーを含め、心情を理解することが難しく、どのようにかかわれば

よいのか？とまどう場面が多い。急性期にある家族への支援としては過

去や将来への不安を初めとしたさまざまな感情を看護者が受け止めてい

くことが大切であるが、急性期においては看護者から「どのような家族

がよくわからないのに親の側に行っても何を話してよいのかわからな

い、重症であるほど行きにくい」などと言った言葉を聞くことがある。

NICU では何も言われなくても、産科病棟に戻ってから涙を流されたり

自責の思いを話されたりするということを産科助産師から聞くこともあ

り、急性期のかかわりにはとくにとまどいを感じることが多い。

　一方で、産科助産師は、妊娠中から出産、産後までのかかわりの中で、

母親がどのような思いで出産を迎えたのか？早産での出産や胎児に対す

る思いや受け入れはどの程度なのかを理解しているという強みがある。

心理変化が著しい急性期だからこそ、産科助産師の役割は大きいと考え

る。しかし、産科助産師もとまどいを感じている場面は多く、NICU の

環境や児の状態、治療過程などを十分に理解できていないこともあり、

傾聴の重要性を理解していながらも「どこまで踏み込んで子どもの話を

してよいのか？子どものことに目が向かない母親が子どものことを話す

ことでかえって辛くなってしまわないか？」といった思いがあり、聴く

ことの難しさを感じている。そして何より NICU 看護師、産科助産師と

もにかかわりにとまどいを感じている以上に母親も急性期の心理状態に

加え、かかわるスタッフが増えることでとまどいを感じていることが予

測される。このような「とまどい」を最小限とするには NICU と産科の

連携が不可欠である。

　シンポジウムでは産科助産師の目線で母親とどのようにかかわればよ

いか？急性期にある母親に対し具体的に NICU との連携はどのように行

えばよいのかを当院での取り組みや事例を紹介し、討議の中で参加者自

らの方向性が得られることを期待したい。
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シンポジウム 1
3 月 3 日（土）13：50～15：20　第 5 会場

座長：長内佐斗子（日本赤十字社医療センター）

助産師の経験を活かした、心理士としての臨床実践から見えてくるもの
～ NICU における心理的支援と連携～

相　川　祐　里（済生会横浜市東部病院　臨床心理士・助産師）

略　　歴

1996年　聖路加看護大学卒業
1996年4月～2002年3月　聖路加国際病

院 看護師・助産師として勤務
2004年3月　立教大学大学院文学部心理

学専攻卒業
2004年4月～2006年12月　九州大学大

学院医学研究院精神病態医学児童精神
医学研究室研究生として在籍

2007年1月～　済生会横浜市東部病院に
臨床心理士として入職、現在に至る

論文・著書
相川祐里、【妊産婦のメンタルヘルス】 助

産師の資格を持つ臨床心理士の視点
か ら。 助 産 師 （1347-684X）70巻4号 
Page19-23（2016.11）

相川祐里、【子どもの育ちを支える看護
　医療機関と地域との連携による切れ
目のない支援】 周産期から親に寄り添
う支援　妊娠期からの途切れない子育
て支援　臨床心理士の立場から。小児
看護 （0386-6289）39巻1号 Page31-38

（2016.01）
岩元 澄子、相川 祐里、 吉田 敬子、出産

直後から子どもへの情緒的な絆の障
害がみられた母親　包括的な見立て
と、子どもと夫の同席による治療につ
いて。心理臨床学研究（0289-1921）28
巻1号 Page28-38（2010.04）

相川祐里、【切迫流産・切迫早産のケア】 
切迫流早産となった妊婦へのメンタ
ルケア　臨床心理士による支援の実
際。 妊 産 婦 と 赤 ち ゃ ん ケ ア2巻4号 
Page33-38（2010.07）

相川祐里、産科病棟における臨床心理活
動の試み　切迫流早産で長期安静治療
となったケースへの対応。日本助産学
会 誌（0917-6357）23巻3号 Page511

（2010.03）
相川祐里、【退院に向けての褥婦のアセ

スメント & サポート】 退院に向けての、
褥婦の心理・社会的アセスメントと支
援、ペリネイタルケア（0910-8718）28
巻12号 Page1176-1181（2009.12）

相川祐里、産後うつ病をくり返さない
ための予防的対応　妊娠中から産後
までの継続支援症例。日本助産学会
誌（0917-6357）22 巻 3 号 Page392

（2009.02）
相川祐里、吉田敬子、育児困難感から子

どもへの虐待が危惧される出産後の
母親に対するグループワークの試み   

「Attachment Style Interview」を応用し
て。子どもの虐待とネグレクト（1345-
1839）9巻2号 Page202-212（2007.08）

相川祐里、周産期の女性が体験した医
療者からのポジティブ・サポートと
ネガティブ・サポート。日本助産学
会 誌（0917-6357）18巻2号 Page34-43

（2004.12）

　済生会横浜市東部病院（以下当院）は、2007年3月に横浜市の政策医

療の一環として開院し、救命救急センター、周産期母子医療センター、

小児救急拠点病院等の機能を果たす、高度急性期医療機関である。総病

床数560床、産科の病床数は35床、陣痛室4床、分娩室2床、院内助産

室1床。2016年度の総分娩件数は1,215件、妊産婦緊急搬送入院件数は

28件であった。新生児科の病床数は NICU 6床、GCU 10床。2016年度

の新生児科総対応件数は206件で、他医療機関からの新生児緊急搬送入

院件数は60件となっている。

　当院の臨床心理士は8名（内1名は他病院へ出向中）が常勤職として在

籍（2017年8月現在）。特定の診療科には属さず、看護部・患者サービ

ス室に所属し、精神科や小児科だけでなく、また医師からだけでもなく、

すべての診療科・職種からの依頼を受けて対応しているという特徴があ

る。更に各科病棟に担当の心理士を配置しており、私は助産師として勤

務した経験を生かし、周産期領域での心理臨床活動を主に担っている。

周産期領域での主な心理活動内容として、外来では「プレママ・ママの

ためのカウンセリング」と表し、妊娠期から産褥期までの女性を幅広く

対象とし、心理面接をおこなっている。また不妊治療外来での心理面接

も実施。更に児童虐待防止活動の一環として「ペアレンティング・サポー

ト委員会」のシステムを整備し、心理社会的ハイリスクケースに対する

予防的介入を目指し、院内院外の多職種連携チームの一員としても活動

している。

　産科病棟では切迫流早産で入院中の全妊婦に対して心理士がベッドサ

イドにラウンドし、特に改めて心理士対応の依頼がない場合でも、定期

的に妊婦への声かけを行っている。そして妊娠期・産科病棟から関係性

を構築し、出産後子どもが NICU に入院した母親や家族へ、産科病棟と

同じ心理士が NICU でも担当者として見守りを継続。必要時は個室での

心理面接も実施している。

　以上のような日頃の実践を通して感じていることは、医療者は身体的

ケアを、心理職は心理的ケアをと分担するのではなく、お互いの専門性

を尊重し、意見を交換しながらアプローチすることで、対象となる母子

と家族に対し重層的なケアが成立するのではということである。出産直

後から入院となった子どもの母親は、様々な自責感や罪悪感を抱いてい

ることが多く、今後の見通しについての不安を語る。そのような目の前

の子どもに意識を向けることさえ難しい、混乱の中にある時期にかかわ

ることのできる専門家として、可能な限り安心した状態で新しい家族と

出会えるような場の提供を、他職種と協力しながら目指したいと考えて

いる。
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シンポジウム 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 5 会場

高度実践系教育の最近の動向から助産師教育を考える

座長：井　村　真　澄（日本赤十字看護大学大学院，全国助産師教育協議会　会長）

渡　邊　典　子（新潟青陵大学，全国助産師教育協議会　副会長）

　超少子高齢化、地域・家族機能の脆弱化、女性のさらなる社会進出が加速されるなか、高度医療現場と地

域在宅の場において、助産師にはいままで以上に多様で高度な役割が求められている。これら国民のニーズ

に対応できる能力および国内外から提案されているコンペテンシーを備えた助産師を育成することは、助産

教育の大きな課題である。

　現在、日本において助産師国家試験受験資格を得るための教育課程は、各種学校・専修学校・大学・短期

大学専攻科・大学別科・大学専攻科・大学院・専門職大学院と8通りある。

　8通りの教育課程の教育質担保の一環として、厚労省文科相合意省令としての養成所指定規則、養成所運

営指導ガイドライン（厚生労働省、2015）があり、最終的には助産師国家試験合格により、最低レベルが国

家保障された「助産師」が社会に送り出されていく。現行の8通りそれぞれの教育課程の教員や、助産師教育

に携わるケア現場の助産師諸氏が、日々大変な教育努力をしながら、助産学生の育成あたっておられる事実

を、敬意と尊敬をもって厳粛に受け止めている。

　一方、全国助産師教育協議会は、将来構想ビジョン1として「助産師教育機関は、看護基礎教育を基盤の

上に2年とする。」ことを打ち出している。保健師助産師看護師法において「名称独占」「業務独占」まで明確

に規定されている国家資格である「助産師」、昨今では高度実践能力を有する専門職業人として位置づけられ

る「助産師」を育成するための教育課程が8通りあることを、皆さまはどのように受け止め、今後どのように

教育制度設計し、その実現に向けたパスウェイをどのように描きたいとお考えだろうか？

　このシンポジウムでは、気鋭のシンポジスト3名に最新の助産師教育に関する動向をお話しいただき、現

在および今後の国民のニーズに応えることのできる高度実践能力を備えた助産師育成を可能にする助産師教

育について、会場の皆さまと検討していきたい。

　シンポジストの竹熊カツマタ麻子氏は、長年米国において高度専門看護師としての実践、教育、研究、管

理の経験を持ち、マグネット認証プログラム統括ディレクターや、臨床ケアの変革とレベル向上に寄与する

クリニカルナースリーダー CNL の修士課程教育にも携わっておられた経験から、助産を含めた高度看護専

門実践教育を俯瞰してお話しいただく。

　片岡弥恵子氏は、本邦における初の大学院修士課程助産教育に加えて、2018年度から始動した博士後期課

程（看護学専攻DNPコース）において臨床看護学博士Doctor of Nursing Practice:DNPを育成する教育に携わっ

ておられ、日本における今後の高度専門実践教育の制度設計や教育内容についてお話しいただく。

　福井トシ子氏からは、日本最大の看護系3職種職能団体会長のお立場から、これからの看護系人材育成、

助産の現場で必要とされる助産師の持つべき実践能力、および助産実践能力習熟度段階（クリニカルラダー ®）

（CLoCMiP®）に基づく継続教育へのシームレスな移行をめざした望ましい助産師教育課程についてお話いた

だく。

　シンポジストの方々の話題提供を踏まえて、会場の皆様と大いに議論を深める場となることを願っている。
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シンポジウム 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 5 会場

座長：井村真澄（日本赤十字看護大学）
　　　渡邊典子（新潟青陵大学）

米国における高度実践看護師（APN）の役割とその教育課程から日本における
高度実践看護師の役割とその教育課程の発展に期待すること

竹熊　カツマタ　麻子（筑波大学医学医療系　国際看護学　教授）

学　　歴

1988 年 8 月 米国バージニア州メアリー
ボールドウィン大学　留学

1990 年 3 月 同志社女子大学学芸学部英
文学科　卒業（英文学士）

1994 年 3 月 日本バプテスト看護専門学
校　卒業

2000 年 3 月 佐賀大学経済学研究科企業
経営専攻　修了（経済学修士）

2011 年 8 月 米国イリノイ州イリノイ
大学シカゴ校看護学部博士課程（BSN-
PhD）修了（看護学博士）

職　　歴

1995 年 4 月 佐賀医科大学医学部看護学
科　助手

2002 年 3 月 イリノイ大学シカゴ校看護
学部ロックフォードプログラム　アシ
スタントディレクター（米国）

2007 年 6 月 プレセンスヘルスシステム
　臨床看護師

2011 年 8 月 米国イリノイ州聖アンソ
ニー看護大学　教員

2015 年 1 月 OSF ヘ ル ス ケ ア 聖 ア ン ソ
ニー看護大学　看護部ディレクター    
マグネット認証プログラム、高度看護
実践、研究、緩和ケアサービス　担当

2017 年 4 月 筑波大学医学医療系保健医
療学域国際看護学　教授

論文・著書

竹熊カツマタ麻子、ゴーデイナ・ダーモ
ディ：臨床看護実践の質を高め、ケア
のアウトカム改善をリードするクリ
ニカルナースリーダー（CNL）の役割、
看 護 管 理、 第 25 巻、 第 12 号、1084-
1092 頁

竹熊カツマタ麻子、クリスティーンアン
ダーソン、ジュディフォーナー：看護
力の高い組織を育む　3：看護実践を
リードするクリニカルナーススペシャ
リストの役割、看護管理、第 26 巻、
第 9 号、848-850 頁、2016

竹熊カツマタ麻子：看護力の高い組織を
育む　6：職能としての看護の発展と
看護リーダーの役割、看護管理、第
27 巻、第 1 号、84-86 頁、2017

　過去10年における米国における高度実践看護師・Advanced Practice 
Nurse （以下 APN）の役割はその教育課程の発展に伴って拡大の一途を
遂げている。APN 達は、政府の医療制度改革の後押しもあり、病院の
みならず、プライマリケアサービスを米国市民に幅広く提供するために、
クリニックでの外来診療、在宅ケアサービス、在宅緩和・ホスピスケア
などの領域でプロバイダー（医療サービスを提供する専門職）として活
躍の場を広げている。米国において APN と呼ばれるものには4つあり、
それらは1）ナースプラクティショナー（NP）；2）クリニカルナースス
ペシャリスト（CNS）；3）麻酔専門看護師（CRNA）；4）助産師（CNM）
が修士課程以上の専門教育を受けて各領域における認定試験に合格し認
定を受けた後に希望する州 APN の免許申請を行うことにより、APN と
しての免許を受ける。助産師（Nurse-Midwife）は4つの高度実践看護師

（APNs）の一つに数えられる。米国では州や地域によって助産師の活躍
の場所に差はあるが、特に農村地域や僻地の住民、都市部でも低所得者
や医療保険で十分な医療が受けられない女性のために医療サービスを提
供し母子医療保険に多大な貢献をしている。
　現在米国における APNs の教育は臨床博士課程（DNP）においてその
ほとんどが行われている。2004年にアメリカ看護系大学協議会（AACN）
がポジションステイトメントを発表し、高度実践看護師の教育は修士レ
ベルの教育から博士レベルの教育課程に移行するべきであると奨励し
た。（AACN, 2004）それを機に従来の看護学修士の課程においては APN
ではない看護教育やクリニカルリーダーシップなどの看護専門領域の教
育を行うようになっており看護修士課程（general master program）と呼
んでいる。高度実践看護師の教育が過去10年間に急速に臨床博士課程
に移行してきた背景には、薬剤師、理学療法士、作業療法士などの医療
専門職能の教育が博士課程に移行し、学士号を取得した後に大学院で約
3年間から4年間の専門職プログラムで教育を受け臨床博士の称号を得
ることが主流になってきたことにも起因している。他の医療職域におい
て臨床博士課程に於ける教育を実施するのであれば、看護学士号を取得
し臨床経験を積んだ後に修士課程において3年から4年かけて APN 教育
を受ける看護師達にも同じように臨床博士号への道筋を開くことは、臨
床における実践家を育成するということ以上に医療専門職者グループの
中におけるリーダーシップの機会と対等な地位を教育レベルと学位で担
保するという意味がある。現在 DNP を取得した APN 達は臨床家とし
ての実践のみでなく、さまざまなプログラムのディレクターなどのポジ
ションに就きリーダーとして活躍している。
　今回のシンポジウムでは高度実践看護師の教育の発展がもたらすもの
と今後の日本の高度実践看護系職種の教育課程について参加者と共に考
えたい。

Reference
American Association of Colleges of Nursing. (2004). AACN position 
statement on the practice doctorate in nursing. Washington, DC: Author.
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シンポジウム 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 5 会場

座長：井村真澄（日本赤十字看護大学）
　　　渡邊典子（新潟青陵大学）

日本初 DNP （Doctor of Nursing Practice） コースのカリキュラムの概要

片　岡　弥恵子（聖路加国際大学大学院　ウィメンズヘルス・助産学　教授）

学　　歴

2004 年 3 月 聖路加看護大学大学院博士
後期課程　修了

職　　歴

1998 年 4 月 社会福祉法人聖母会　聖母
病院

2004 年 4 月 聖路加看護大学看護実践開
発研究センター　講師

2008 年 4 月 聖路加看護大学　母性看護
 ・助産学 准教授
2016 年 4 月 聖 路 加 国 際 大 学 大 学 院    

ウィメンズヘルス・助産学　教授

論文・著書

吉田、亀井、片岡、小林、三浦（2017）。 
日本における DNP 養成に向けて、看
護研究 Vol.50 No.1, 46-53.

　米国にて2000年頃から導入された DNP（Doctor of Nursing Practice）
は、APRN（Advanced Practice Registered Nurse）として一括される4つ
の専門職（NP、CNS、麻酔看護師、助産師）において臨床の専門的実践

能力および研究知識を備えている者とみなされ、最短3年（例えば NP
コース＋1年）が基本となっている。米国では DNP コースをもつ大学

は徐々に増加し2015年時点で289校となっている。

　2017年に聖路加国際大学は、大学院博士後期課程に日本で初めて

DNP コースを設置した。聖路加国際大学では、2006年から博士前期課

程にて助産学上級実践コース（助産師国家試験受験資格取得）を開始し

た。小児看護学、がん看護学など他領域のCNSコースと同様の基盤科目、

課題研究のレベルが設定されている。これまで約150名の修了生を輩出

してきた。博士前期課程に続く後期課程は、主に研究者育成が目的であっ

た。しかし、CNS や助産師を始め実践家の最終学位としての博士後期

課程の必要性が高まっていた。

　DNP コースを設置するために、2015年度から研究科長を中心とした

DNP ワーキングの活動を開始した。ワーキングのメンバーは各看護学

分野から選出された。米国への視察や文献・資料から本学での DNP コー

スに具備すべき教育の要素、アドミッションポリシーやディプロマポリ

シーを明確化していった。これらに基づき基盤となる科目や専門科目、

教育内容、学年配置、担当教員を検討し、シラバスを作成や予算組みを

して2017年度より DNP コースを開始した。このプロセスにおいては、

教授会や大学の運営会議などでの合意形成を重視した。

　本学 DNP の教育年限は、博士前期課程終了後3年と研究者育成コー

スと同様であるが、カリキュラムは全く異なっている。DNP コースに

含まれる教育要素は、①環境および社会的要請の明確化と呼応②エビデ

ンスと学問的方法論の活用③実践プロセスとアウトカム評価の実施の3
点とし、これらをベースに改革・変革力の育成を目指すことを目的とし

た。科目はこれらの教育要素に対応しており、教育要素①②は、特論Ⅰ

（リーダーシップ論）、Ⅱ（医療経済）、Ⅲ（人々の健康と疫学）、Ⅳ（評

価と QIs、医療情報学）、Ⅴ（看護実践と政策）で構成し、③は看護理論、

研究方法の科目で構成した。さらに、博士論文にあたる特別研究プロジェ

クトは、実践の場における改革・変革を目指したプロジェクトの計画、

実施、評価を行う研究活動が位置づけられている。このプロジェクトは、

大学のメンターと実践の場の共同メンターを配しダブルメンター制をと

る。現在、DNPコースでは10名の学生が学んでいる。シンポジウムでは、

実際の状況や課題も含めてお伝えしたい。
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シンポジウム 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 5 会場

座長：井村真澄（日本赤十字看護大学）
　　　渡邊典子（新潟青陵大学）

期待される助産実践能力と助産師教育への期待

福　井 トシ子（公益社団法人日本看護協会）

略　　歴

　1983 年より東京女子医科大学病院母
子総合医療センター、糖尿病センター勤
務。1991 年から杏林大学医学部付属病
院入職、師長を経て 2003 年から看護部
長。この間、経営情報学修士、保健医療
学博士を取得。2010 年から日本看護協
会常任理事。医療制度、診療報酬、医療
機能評価、医療安全、助産の提供システ
ム、国内外助産師職能等を担当。2017
年より現職。
　2015 年アドバンス助産師

　我が国には、看護職の国家資格取得後に、臨床実践能力を客観的に評

価できる仕組みがない。日本看護協会では、認定看護師制度、専門看護

師制度の運営を行っている。2015年には、特定行為を終了した看護師

が保助看法に位置づけられた。これを受けて、認定看護師制度の再構築

を検討しているところである。

　平成29年4月6日、「新たな医療の在り方を踏まえた医師・看護師等の

働き方ビジョン検討会報告書」には、PA や、ナースプラクティショナー

の必要性について、記載されたところである。

　助産領域では、分娩施設の集約化や閉鎖が進むなかで、妊産婦や家族

が安全に安心して出産できる環境の体制整備が急務となっている。この

体制整備の一環として、院内助産や助産師外来を担う役割が期待されて

いる。この期待に応えるためには、助産実践能力が問われる。そこで、

全国すべての分娩施設に勤務する助産師が活用できる、助産実践能力習

熟段階（クリニカルラダー）をもとに、「助産実践能力習熟段階（クリニ

カルラダー）レベルⅢ」認証制度を構築し、平成27年8月から認証申請

が開始され1万人を超える助産師が認証を受けている。

　認証された助産師の呼称は、「アドバンス助産師」である。アドバンス

助産師として、最終的に問われるのは、助産師個人が実践能力の向上に

関心を持ち、主体的に取り組もうとする意識と姿勢である。十分な経験

を積み、熟練した中堅以上の助産師の中には、「今さら認証を受ける必

要はない」と思う方もいるかもしれない。確かに申請に費用は掛かるし、

到達要件である実践の例数や必須研修をクリアし、ポートフォリオを作

成するのはある程度の負荷になる。しかし、「これまで培った経験を形

にする」と考え、実践を振り返り、課題をいかに克服するかを自問自答

する機会であるととらえてほしいと思う。それこそが、専門職として実

践能力を絶えず習熟させる唯一の手段だからである。 
　実践能力が高まっていくことで、産科医療領域における助産師の存在

感も一層増すことになってほしい。でも、それよりも助産師の実践能力

の向上は、妊産褥婦や新生児に質の高い助産ケアを届けるためにある。

　平成26年10月19日朝日新聞朝刊の一面に、「偏る分娩医27府県で減

　10年後試算地方でお産困難に」が掲載された。お産を扱う施設で働く

医師（分娩医）の説明と、二面の半分強を使って「お産の現場危機　妊

婦にしわ寄せ」の記事が続いていた。産婦人科専門医がいない地域での、

家庭医による妊婦健診やお産にかかわる試みの紹介等であった。残念な

がら、助産師の活用については触れられていない。アドバンス助産師が

日本のお産を守ることに貢献することを期待し、全ての妊産褥婦と赤

ちゃんに安全な助産ケアを提供できるよう、“ALL JAPAN”体制で、さら

にアドバンス助産師育成を支援していきたい。

シンポジウムでは、これからの看護系人材育成、助産の現場で必要とさ

れる助産師の持つべき実践能力等を踏まえ、助産師教育への期待を述べ

たい。
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シンポジウム 3
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 1 会場

産科医療補償制度
～産科医療の質向上を目指して～

座長：鮎　澤　純　子（九州大学大学院）

吉　川　久美子（日本看護協会）

　周産期医療の進歩により、ハイリスク妊娠・分娩についても的確な管理がなされ、新生児の救命率は向上

しています。しかし、早産児や多胎のための低出生体重児では、神経学的な後遺症の発生頻度が高くなって

いる現実があります。

　産科医療補償制度は、増加する産科医療訴訟を背景に、分娩に関連して発症した重度脳性麻痺児に対する

補償の機能と脳性麻痺の原因分析・始発防止の機能とを併せ持つ制度として2009年に創設されました。

　分娩に関連して発症した重度脳性麻痺児及びその家族の経済的負担をすみやかに補償すること、脳性麻痺

の原因分析を行い、将来の脳性麻痺の防止に資する情報を提供すること、そしてこれらによる紛争の防止・

早期解決及び産科医療の質の向上を図ることが制度の目的です。

　今年度のシンポジウムでは、産科医療の更なる質の向上を目指し、松田義雄先生より「臍帯動脈血の血液

ガス測定は重要である」というテーマで脳性麻痺胎内発症例と子宮内感染の関連性についてご講演いただき

ます。

　分娩直後の臍帯動脈血ガス分析結果は、分娩前・分娩中の胎児の血液酸素化状況を反映し、この評価は「分

娩中胎児血液酸素化が障害されていなかったことの証明」に極めて重要であることから、可能な限り採取の

上、評価、記録することが望ましいとされています。しかし、産科医療補償制度の対象事例には、分娩経過

中の胎児心拍数陣痛図から想定される新生児の状態と臍帯動脈血ガス所見に乖離がみられる事例があること

から、分娩管理における臍帯動脈血ガス分析の測定と評価の重要性について詳しくお話しいただきます。

　隈本邦彦先生からは、メディアの立場から、産科医療補償制度について妊婦をはじめ一般の人はどのよう

に見ているのか、また医療者と患者との信頼関係を深め安全な医療を提供するには、原因を徹底的に分析し

て不断に学んでいくことの重要性について、1977年に起きた航空機事故を例にお話しいただきます。

　そして、村上明美先生からは、妊娠から分娩、産後まで安心・安全に経過できるようケアを提供していく

助産師の取り組みと成果についてご講演いただきます。

　再発防止委員会では、報告された事例の分析を行った結果から、産科医療に携わる医療者に向けての「提

言」を配信しています。臨床現場では、配信された「提言」を基に勉強会を開催したり、安全管理についての

見直しを行ったりするなど、気を引き締めて日々のケアに当たるとともに、安全な周産期医療の提供を行っ

ておられることと思います。

　日々の助産実践をしていく中で、医療事故防止に向けた課題や対策などについて皆様と意見交換し考えて

いきたいと思います。
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シンポジウム 3
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 1 会場

座長：鮎澤純子 （九州大学）
　　　吉川久美子 （日本看護協会）

臍帯動脈の血液ガス測定は重要である
～脳性まひ胎内発症例の存在、子宮内感染との関連～

松　田　義　雄（独立行政法人　地域医療機能推進機構　三島総合病院　院長）

学　　歴

1980 年 3 月 鹿児島大学医学部　卒業
1991 年 1 月 同　医学博士

職　　歴
1980 年 6 月 鹿児島市立病院　産婦人科    

研修医
1997 年 4 月 同　科長
2006 年 3 月 東京女子医科大学医学部    

産婦人科　教授
2013 年 6 月 国際医療福祉大学病院　産

婦人科　教授
2016 年 8 月 独立行政法人地域医療機能

推進機構　三島総合病院　病院長

論文・著書
Matsuda Y, Ogawa M, Nakai A, Tagawa 

M, Ohwada M, Ikenoue T. Severe 
fetal acidemia in cases of clinical 
chorioamnionitis in which the infant 
later developed cerebral palsy. BMC 
Pregnancy and Childbirth. 15:124 
DOI: 10.1186/s12884-015-0553-9, 
2015 URL: http://www.biomedcentral.
com/1471-2393/15/124

松田義雄　日本産婦人科学会医会共同プ
ログラム　事例から見た脳性まひ発症
の原因と予防対策 : 産科医療補償制度
再発防止に関する報告書から（1）   臍
帯動脈血液ガス所見からみた脳性まひ
の原因分析　日本産科婦人科学会雑誌    
2015;67 (9): 2056-2061

松田義雄　日本産婦人科学会医会共同プ
ログラム　産科医療補償制度：事例か
ら見た脳性まひ発症の原因と予防対策

（4）常位胎盤早期剝離による脳性まひ    
日 本 産 科 婦 人 科 学 会 雑 誌　2013; 65 
(10): N-225-230

Matsuda Y,  Umezaki  H,  Ogawa M, 
Ohwada M, Satoh S, Nakai A. Umbilical 
arterial pH in patients with cerebral 
palsy. Early Human Development 
2014; 90;131-135

Matsuda Y, Maeda T, Kouno S. The critical 
period of non-reassuring fetal heart 
rate patterns in preterm gestation Eur 
J Obstet Gynecol & Repro Biol 2003；
106:36-39.

Matsuda Y, Patrick J, Carmichael L, Fraher 
L,  Richardson B. Recovery of the 
ovine fetus from sustained hypoxia: 
Effects on endocrine, cardiovascular, 
and biophysical activity. Am J Obstet 
Gynecol 1994;170:1433-41.

Penning D, Grafe MR, Hammond R, 
Matsuda Y, Patrick J, Richardson B. 
Neuropathology of the near-term and 
midgestation ovine fetal brain after 
sustained in utero hypoxemia. Am J 
Obstet Gynecol 1994;170:1425-33.

周産期医療の究極の目的である「後遺症なき生存」の達成にあたって、
課題となっている一つに脳性まひ（CP）の発症予防がある。
　日本医療機能評価機構産科医療補償制度では、平成21年から重度の

CP として補償対象と認定された症例に対し速やかに補償する一方で、

専門家の peer review による原因分析を行い、再発防止に向けた提言を

行なっている。一方、「CPの主要因は分娩時の仮死」とする長年の見解が、

国内外での症例検討から否定されるようになってきた。分娩時の仮死と

診断されるためには、Apgar score の低値に加え、臍帯動脈血液ガス（血

ガス）の値も参考にされる。アメリカ産婦人科学会 / 小児科学会による

診断基準では、UApH は7。0未満かつ BE-12以下と定義されている。

　従って、血ガスの測定は必須であり、その観点から、症例の原因を検

討することも極めて重要と思われ、これまで誰もが閲覧できる報告書を

利用して、今回のテーマに関連するテーマを発表してきた。

I．胎内発症例の存在
（1） 168例における主な疾患は、常位胎盤早期剥離（n=42、A 群）、異

常心拍パターンを伴った器械分娩（n=29、B 群）、分娩時異常心拍

パターン出現例（n=27、C 群）、異常心拍パターンを伴った絨毛膜

羊膜炎（n=17、D 群）、分娩前（入院時）異常心拍パターン出現例

（n=14、E 群）と、臍帯脱出（n=10、F 群）であった。

（2） 上記の疾患における UApH（median, range）は、A 群（6.7、6.43-6.99）、
B 群（6.78、6.55-7.08）、C 群（6.94、6.57-7.34）、D 群（7.07、6.80-7.19）、
E 群（7.18、6.92-7.45）、F 群は7.05（6.56-7.29）であった。A 群の pH は、

C、D、E、F 群に比べて有意に低く、E 群では半数が7.2以上であった。

（3） これら主要6疾患における胎児心拍モニタリング所見では、入院時

異常心拍パターン出現例で基線細変動の減少ないし消失が多く見ら

れた。

II．子宮内感染（絨毛膜羊膜炎、CAM）との関連
（1） 臨床的 CAM「あり」群19例と「なし」群67例の比較では、UApH7.0

未満の頻度は、それぞれ26.3％、74.6％となり、「あり」群では明ら

かに少なかった。（オッズ比（OR）0.12、95% 信頼限界（CI）0.03 – 0.53）
（2） 「あり」群における tachycardia の頻度は 57.9% で、「なし」群と比較

すると明らかに多かった。（OR 7.61、95% CI 1.82 – 31.7）
　以上のように、「入院時に既に異常胎児心拍数モニタリング（CTG）所

見が見られたが、pH は7.2以上を示した」症例の存在と、「CAM の症例

では、pH7.0未満を示す症例が少なかった」事実から、出生時には可能

な限り Apgar score 並びに臍帯動脈血液ガスを測定しておくことが、そ

の原因分析や病態解明に必要であることを強調したい。
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3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 1 会場

座長：鮎澤純子 （九州大学）
　　　吉川久美子 （日本看護協会）

徹底した原因分析が必要とされるほんとうの理由

隈　本　邦　彦（江戸川大学　メディアコミュニケーション学部　教授）

学　　歴

1980 年 3 月 上智大学理工学部　化学科
卒業

職　　歴

1980 年 4 月 日本放送協会（NHK）に記
者として入局

1986 年 6 月 報道局特報部　記者
1989 年 8 月 報道局社会部　厚生省担当

記者
2005 年 10 月 北海道大学科学技術コミュ

ニケーター養成ユニット特任教授
2008 年 4 月 現在 ～ 江戸川大学メディ

アコミュニケーション学部教授
2011 年 2 月 名古屋大学大学院環境学研

究科客員教授（兼任）

論文・著書

隈本邦彦　『医療・看護事故の真実と教
訓』（2008）ライフサポート社

隈本邦彦　『ナースが学ぶ「患者の権利」
講座』（2006）日本看護協会出版会

産科医療保障制度　再発防止委員会委員
医療事故調査制度　総合調査委員会委員
群馬大学医学部付属病院医療事故調査委員
千葉県がんセンター医療事故調査委員

　すべての脳性麻痺事例の原因分析をして、再発防止と医療の質の向上

をはかろうという、産科医療補償制度がこれまで取り組んできた先進的

な考え方を、全診療科にも広げていこうというのが、2015年10月から

始まった医療事故調査制度である。

　しかし医療系団体の中には「医療事故の原因分析をしても再発防止に

はつながらず、むしろ個人責任の追及につながるだけだ。そもそも事故

原因分析が事故を減らしたというエビデンスは日本に存在しないではな

いか」という反対論もある。

　この背景にある考え方は、自分たちは一生懸命やっているのに事故調

査を通じて「アラさがし」をされたりするのは嫌だというものであり、

中にはそんな事故調査にかける時間があるのなら、診療をしていたほう

がよっぽど患者のためだといった極論まで聞かれるのが現実だ。

　しかし、一見単純に見える事故も、その背景要因を徹底的に分析して

いくと、たくさんの背景的要因（誘因）があり、あらゆる偶然や必然が

重なって、最終的に事故として顕在化した、ということも多い。いわゆ

る「スイスチーズモデル」の考え方だが、このモデルを「事故はチーズ

の穴が偶然重なったときに起きるもの」とだけ解釈するのは不十分であ

り、むしろ「そうしたさまざまな要因が一つでも欠けていれば事故は起

きなかった」と考えるべきだ。さらに「その事故が起きなければ、事故

を起こしうる要因について我々人間は知ることができなかったはず」と

いう謙虚な考え方が必要なのである。そうした点について1977年に起

きた史上最悪の航空機事故を例に考えてみたい。

　結局、神ならぬ存在である我々人間は、常に事故を起こしてしまうも

のであり、その原因を徹底的に分析して不断に学んでいくしか、安全な

医療を実現する方法はないのである。そしてそれは、間違いなく「真実

を明らかにする」ことにつながり、医療者と患者の信頼関係を深めるこ

とにもつながる、あるべき姿だと思う。
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シンポジウム 3
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 1 会場

座長：鮎澤純子 （九州大学）
　　　吉川久美子 （日本看護協会）

産科医療補償制度　産科医療の質向上を目指して
～医療事故再発防止に向けた助産師の取り組み～

村　上　明　美（神奈川県立保健福祉大学，産科医療保障制度再発防止委員）

略　　歴

　日本赤十字看護大学大学院博士後期課
程修了。博士（看護学）。
　東京大学医学部附属病院で助産師と
して約 10 年間勤務の後、山梨県立看護
短期大学、日本赤十字看護大学を経て、
2004 年より神奈川県立保健福祉大学保
健福祉学部看護学科助教授、2007 年教
授、2013 年看護学科長・教授、2017 年
度より保健福祉学部長・教授（現職）。
主な研究テーマは「助産技術の解明と開
発」「熟練助産師のわざ」「安心で安全な
助産実践」。
　産科医療補償制度再発防止委員・分析
部会員、公益社団法人神奈川県助産師会
会長、公益社団法人全国助産師教育協議
会理事、公益財団法人日本助産評価機構
理事などを務める。
　主な著書に、『DVD で学ぶ助産師の「わ
ざ」仰臥位分娩介助技術　熟練の技を求
めて』（医歯薬出版）、『DVD で学ぶ開業
助産師の「わざ」フリースタイル分娩介
助』（医歯薬出版）、『助産師必携会陰保護
技術』（共著、メディカ出版）、『わざ言語
　感覚の共有を通しての「学び」へ』（共
著、慶應義塾大学出版会）、『助産実践能
力習熟段階〈クリニカルラダー〉にもと
づいた助産実践能力育成のための教育
プログラム』（共著、医学書院）、『臨床助
産テキスト第 4 巻　重要な周辺知識』（共
著、メディカ出版）、『先端医療シリーズ
48　臨床医のための最新産科婦人科学』

（共著、先端医療研究所）などがある。

　産科医療補償制度は、分娩に関連して発症した重度脳性麻痺児とその

家族の経済的負担を速やかに補償すること、および原因分析を行い、同

じような事例の再発防止に役立つ情報を提供することなどにより紛争

の防止・早期解決および産科医療の質の向上を図ることを目的として、

2009年より開始された。

　本制度には、産科医師、新生児科医師、弁護士、有識者等に加え、助

産師も運営に関わっており、複数の助産師が運営委員会や原因分析委員

会・部会、再発防止委員会に委員として参加し、制度運営の役割の一端

を担っている。

　再発防止委員会によって毎年まとめられる『再発防止に関する報告書』

は、これまで蓄積されたデータ分析の結果を総合的に把握できることや、

分析されたテーマごとに事例が示されていることなどから、安全管理研

修等の教材として活用可能な素材が豊富に盛り込まれており、助産師に

とっても安全管理能力を向上させるツールとして大変役に立っている。

　産科医療補償制度が開始されて以降、助産師は助産師職能団体等を通

じて、積極的に医療事故再発防止に向け、以下のような取り組みを行っ

てきた。

① 「再発防止に関する報告書」の内容を団体ホームページに掲載

② 「再発防止に関する報告書」の分析テーマに沿って研修会を開催

③ 「再発防止に関する報告書」の提言を助産業務ガイドラインに反映

④ 「再発防止に関する報告書」の提言を機関誌に掲載して会員に周知

⑤ 「再発防止に関する報告書」の提言を CLoCMiP（助産実践能力習熟

段階）レベルⅢの認証研修に反映

⑥ 「再発防止に関する報告書」の提言を助産録の改訂に反映

⑦ 「再発防止に関する報告書」の事例を用いた産科管理者対象の混合

病棟マネジメント研修会を開催

⑧ 産科医療補償制度ニュースを団体の会員に配布

⑨ NCPR インストラクターの養成

⑩ 学会での産科医療補償制度再発防止委員によるシンポジウムの開催

　本シンポジウムでは、それらの具体的内容や成果について紹介し、今

後、助産師が主体的に取り組むべき医療事故防止の課題、修得すべき能

力等に関して参加者とともに考えてみたい。
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シンポジウム 4
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 3 会場

地域における子育て支援
－助産師への期待－

座長：坂　梨　　　薫（関東学院大学　看護学部）

宮　下　美代子（みやした助産院）

　本日のシンポジウム「子育て支援－助産師への期待－」では、政府が推進する地域子育て支援において妊

娠から産後まで母子の一番身近にいる助産師がどのように加わり、どう支援していくのかについて考える機

会としたい。

　核家族や地域の繋がりの希薄さ、母親自身の成育歴の中での子どもとの触れ合いの少なさなどから、相談

相手もいないまま家庭や地域で孤立する母親は多い。産院を退院し、育児を始める時期の母親は心身ともに

不安定な時期であるにも関わらず、健康面や育児に対する支援が不足している現状がある。加えて、育児不

安は子どもへのネグレクトや虐待に繋がる恐れもあり、育児不安の早期解消を図り虐待等を未然に防ぐため

に、行政は「地域における切れ目のない妊娠・出産支援の強化」を施策に挙げ、産前産後サポート事業や産

後ケア事業を実施している。

　安心して子育てができる環境を社会全体で整備していくためには、妊娠期からの切れ目のない支援が必要

であり、そのためには産院から地域への円滑なバトンタッチによる継続重要といえる。施設の中で働く助産

師が地域の支援者にどのようにバトンタッチしていくのか、助産師がどのような形でその能力を発揮してい

くことが可能なのか、地域で活躍されているシンポジストの取り組みを紹介していただき示唆を得たいと考

えている。

　具体的には、関東学院大学教育学部こども発達学科の土谷みち子先生からは、先生がライフワークとして

おられる、専門的な施設や一般市民を巻き込んだネットワーク形成とその実践的な活動から、乳幼児の発達

と子育て支援の在り方について話していただく。NPO 法人はぐっと理事長の山田美智子氏からは、NPO の

活動や西区の子育て支援拠点における母親の実態から子育て支援の現状と課題について、NPO 法人孫育て・

ニッポン理事長であり「3・3産後サポートプロジェクト」リーダーの棒田明子氏からは、3・3産後サポート

プロジェクトを始めるきっかけや活動の中での助産師との連携についてお話いただく。

シンポジストの発言と全体討議の中から、妊娠期から母親の一番身近にいる助産師が、地域おける子育て支

援にどう繋げ、参加していくのか、期待される役割と課題について皆様と共に考えていきたい。
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シンポジウム 4
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 3 会場

座長：坂梨薫 （関東学院大学）
　　　宮下美代子 （みやした助産院）

乳幼児の発達と子育て支援のあり方

土　谷　みち子（関東学院大学　教育学部）

学　　歴

1985 年 3 月 日本女子大学大学院文学研
究科教育学専攻　修了

職　　歴

1986～2004 日立家庭教育研究所研究
員・主幹研究員

2004～2007 東横学園女子短期大学　准
教授、教授

2007～現在 関東学院大学　教授

著　　書

「あたりまえが難しい時代の子育て支援」
（共著）フレーベル館、「家庭支援論」（単

著）青鞜社、父子手帳（共著）大月書
店など

論　　文

「親子関係の調整からみた早期の育児・
発達支援−「抱っこ」のぎこちなさに
焦点をあてて」（単著）　小児保健研究
第 63. VOL.6, 2004.

「日常生活場面における育児・保育支援」
（単著）　日本臨床発達審理士会 ｢臨床

発達心理実践研究｣ 第 3 巻、2006.
「親と子の成長に関わる保育支援の試

みー過剰なテレビ画面視聴をしていた
幼児の追跡事例を手がかりとして」（単
著）日本臨床発達審理士会 ｢臨床発達
心理実践研究｣ 第 7 巻、2012.　など

妊娠期からの子育て支援の重要性
　私の専門は臨床発達心理学という領域で、人間の生涯発達を視野にい

れて、特に乳幼児期の発達相談とその支援に関わっている。現在は大学

教員として保育者や小学校教諭の養成に携わっているが、臨床面では、

定期的に複数の保育現場や子育て支援拠点・広場において保育者や保護

者の相談を行っている。

　わが国で子育て支援という行政用語が誕生する20年前から、実は日

本で初めて家庭教育を支援するという企業の研究所があり、そこで就園

前0〜3歳児の親子教室を実践しながら発達相談員として研究との両立

をした経験がある。30数年間、保育者と一緒に親と子を同時に見つめ

てきた経験から、特に母親の妊娠期から出産後にかけて、乳幼児との関

わり方への強いストレス−子育ての困難さが連続していて、子どもの初

期発達の危うさを感じている。

保育所保育指針改定と子育て支援
　今夏、来年度施行を見据えて、保育所の基本理念ともいうべき「保育

所保育指針」の改訂内容が発表された。少子化時代とはいえ待機児童対

策から急増する3歳未満児の小規模保育所や、先進諸外国と比較し、やっ

と乳幼児期を人格の形成時期として、その保育・教育に関心が高まって

きたことが背景にある。幼稚園やこども園の法令と共に、関係省庁を

横断して3法令の同時改訂が進行したことで保育現場の学習が続いてい

る。

　以前は、保育者は就業などで子育てに専念できない保護者の代わりに、

「保育に欠ける子ども」の保育の補完をしてきた。しかし、その保育者

の立ち位置は、10年前から指針に第6章 保護者支援の章が誕生し、保

護者に寄り添い、共に「子育ての協働者（パートナー）」として関わるこ

とが明記された。そして来年度からの改訂では、第6章から第4章に子

育て支援の章として取り上げられ、その説明文には、子どもの育ちを核

にした子育て支援となっている。

日本助産学会に期待すること
　妊娠期から出産への支援をされる助産師には、母親ばかりでなく家族

の安心感や期待も伝わるだろう。最近は母親が孤軍奮闘する子育ては「ワ

ンオペ育児」と表現されるようになっているが、新生児とのコミュニケー

ションに戸惑い、家庭でも授乳ケープで授乳し、アイコンタクトも言葉

かけもほとんどしない母親に出会うことが多くなってきた。近接領域の

実践者や研究者と連携し、子ども達の初期発達と家族の子どもをもった

幸福感をご一緒に支援したいと願う。
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シンポジウム 4
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 3 会場

座長：坂梨薫 （関東学院大学）
　　　宮下美代子 （みやした助産院）

横浜市西区における子育て支援の現状と課題

山　田　美智子（特定非営利活動法人はぐっと　理事長）

学　　歴

平成 7 年 3 月 神奈川大学経営学部国
際経営学科　卒業

職　　歴

平成 22 年 1 月 西区地域子育て支援拠
点スマイル・ポート　開所・常勤職員

平成 24 年 4 月 西区地域子育て支援拠
点スマイル・ポート　施設長

平成 24 年 12 月 特定非営利活動法人は
ぐっと　設立・理事

平成 25 年 2 月 保育士資格　取得
平成 28 年 6 月 特定非営利活動法人は

ぐっと　理事長

1.  「NPO 法人はぐっと」の子育て支援
①認可外保育施設「ひよこの保育室」（横浜市乳幼児一時預かり事業実

施施設）

②西区地域子育て支援拠点「スマイル・ポート」

③産前産後ケアサービス（生活支援事業・横浜市産前産後支援ヘルパー

受託）

④出張型保育サービス「コアラの会」

⑤西区役所「キッズスペース」（来庁者のための一時預かりと子育てひ

ろば）

2.  「はぐっと」の事業活動におけるスタッフの視点
①地域子育て支援活動における「専門性」とは ･･･ 寄り添い型「伴走

的支援」

②「家族」を単位に支援のあり方を考える

③ひとりの主婦・生活者・先輩ママとしての視点 ･･･「当事者性」をもつ

④組織のあり方 ･･･ 上下関係のないフラットな組織

3.  現状から見える課題
①「出産」はゴールでありスタート…想定外の子育て

②病院・産院により違いがある「産後の生活」

③妊娠中から始まる「保育園」「幼稚園」選び

④パートナーとの関係、家族のあり方の変化

⑤スマホと子育て　情報過多の中で見つける「自分らしい子育て」

⑥「手を借りる」ということへの抵抗感と実際

⑦子育てから自分自身と向き合う ･･･ 女性としての生き方とその変化

の過程

⑧地域の子育て支援とつながる必要性 ･･･ 育ち合い、自助力、地域力

⑨子育て中の家庭が抱える「複合的課題」に対応できる相談窓口と人材

4.  医療との連携に向けて
①産前・お産直後・2週間健診・1ヶ月健診における地域情報の提供

②病院・産院のスタッフが地域の子育て支援活動を知る

③退院後の母子の生活を想像し、必要に応じてつなげられる人

④医療・福祉行政・地域活動のネットワークと強みを活かした役割分担

⑤真のネットワークとは何か
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シンポジウム 4
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 3 会場

座長：坂梨薫 （関東学院大学）
　　　宮下美代子 （みやした助産院）

3・3 産後サポートプロジェクト創設動機と活動の実際

棒　田　明　子（NPO法人孫育て・ニッポン　理事長，3・3 産後サポート プロジェクト　リーダー）

学　　歴

1988 年 3 月 駒沢大学短期大学部英文科
卒業

職　　歴

1989 年 10 月 ECC 外語学院
1993 年 4 月 海外旅行紙の出版会社
1996 年 6 月 日本マタニティビクス協会

（現：マタニティフィットネス協会）　
編集職

2000 年 4 月 株式会社イーベビー後に株
式会社サン・アート　子ども関連の企
画・制作

2011 年 9 月 NPO 法人 孫育て・ニッポ
ン設立　現在に至る

著書、共著、監修

「祖父母に孫をあずける賢い 100 の方法」
（2008 岩崎書店）共著

「ママとパパも喜ぶ いまどきの幸せ孫育
て」（2013 家の光出版）

「まち保育」（2017 萌文社）
「孫育て童謡」（2016 キンングレコード）

～音楽で楽しくスキンシップ 孫と一
緒に歌いたい 心育むふれあいソング
～監修

「新米祖父母の教科書 孫育て一年生」
（2016 KADOKAWA）監修

行政の子育て支援ハンドブック、祖父母
手帳の制作・監修他

研究協力

・ 住民主体のソーシャルキャピタル形成
活動プロセスと支援体制に関する介入
実証研究」（2011 年）

・ 地域子育て支援事業モデルに関する研
究−日本型ドロップインセンターの開
発−（2014 年）

・ 乳幼児生活圏の研究（2014 年）
・ 乳幼児生活圏形成を見据えた郊外団地

の協働型再生モデルの提案（2015 年）

　出産までは、心配なことがあれば、産院に行けば、専門家が対応して

くれる。　妊娠中には“安心”があるが、退院後から産後1カ月健診まで、

お母さんはひとりで乗り切らなくてはならない。「何か心配なことがあっ

たら、電話してくださいね」と、産院のスタッフは言うが、実際に電話

をする産後ママは少ない。

　妊娠、出産、子育ての編集の仕事を通じ、出会ったママたちは、「産

後1～3カ月が一番しんどかった」と口をそろえて言い、「自分も産後う

つだったかも」と答えた女性は8割を超える（NPO 法人マドレボニータ

調べ）。しかし、家族のサポート体制は、「産後の床上げ3週間」という

日本の風習が今も残り、産後1カ月健診でOKが出たら、祖父母も夫も「も

う大丈夫！」と産後のサポートから手を引くケースが多い。晩産化、女

性の体力の低下、不妊治療後の出産、低体重児の増加、核家族化という

出産の背景は変わっているというのに。

　そこで、産後3週までの産後のサポートを3カ月までかえる「3・3産
後サポート プロジェクト」を2015年10月に立ち上げ、父親、祖父母、

そして、地域、社会、企業に訴えた。

　プロジェクト立ち上げの前に行った全国調査では、産後1～3カ月の

間、赤ちゃんとママとが2人きりでいる時間が「10時間以上」が60% を

超えた。また、同時期の出かける場所は、買い物がほとんどで、地域の

子育て支援センターの利用率は10% にもならず、産後ケアの利用率は

わずか3.3％であった（2015年育児情報誌『miku』との合同調査）。「首の

据わらない赤ちゃんを抱いて外に出ると、冷たい目で見られる」「支援

センターは、ハイハイしてくる子がいたり、ここはまだ早いと感じた」

との声が多数あった。

　地域、社会、企業が変わらなければ、父親は妻の元に早く帰ることが

できず、母親は首のすわらない赤ちゃんを抱いて、外に出ることもでき

ない。「赤ちゃんが泣いたら、日中でも窓を締める」と言い、ご近所さん

に「うるさい」と言われたママは、「カーテンも閉め、存在をできるだけ

消す」と泣きながら語った。

　現在、3・3産後サポート PJ では、啓蒙活動に加え、助産師、保健師、

医師と連携して「産後ママカフェ＆赤ちゃん食堂」の開催・普及、「生ま

れましたハガキ」、「妊娠中に学ぶ 産後＆赤ちゃんのいる暮らし」の講座

の普及、祖父母教室での3カ月までのサポート、1カ月健診後の外気浴

のすすめを行っている。

　当日は、現在の産後ママの現状と3・3産後サポート PJ の活動内容を

紹介するとともに、皆さまと今後について、一緒に考えていきたい。
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ワークショップ 1
3 月 3 日（土）10：15～11：45　第 5 会場

助産師に求められるウィメンズヘルスケア能力と認証について

企画・演者：吉　川　久美子（公益社団法人日本看護協会　常任理事）

島　田　真理恵（公益社団法人日本看護協会　副会長）

公益社団法人日本看護協会　健康政策部助産師課

【背景】
　近年、女性の社会進出が一層求められる中、妊娠・出産を担う女性の健康を守る必要性が高まっており、

女性の生涯における性と生殖に関わる健康相談や教育活動を役割とする助産師の役割遂行が求められてい

る。

　また、妊産婦の自殺や新生児への虐待の増加等、周産期においても助産師がウィメンズヘルスケア能力を

発揮することが求められていることに加え、暴力を受けた女性へのケアや多様な性をふまえたケア、さらに

家族形態の多様化をふまえたケア等、助産師が担うウィメンズヘルスケアに対するニーズが高まっていると

いえる。

　助産師のコア・コンピテンシーは、「倫理的感応力」｢ マタニティケア能力 ｣「ウィメンズヘルスケア能力」｢

専門的自律能力」の4つである。これらの4つをバランスよく習熟させることは、社会の要請に応えるために

必要であるとともに、助産師の自律した専門性の発揮において重要である。現在、4つのコア・コンピテンシー

のうち「倫理的感応力」｢ マタニティケア能力 ｣｢ 専門的自律能力」については、日本看護協会が公表した『助

産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）活用ガイド』（以下、CLoCMiP 活用ガイド）において、習熟段階が

示されているが、「ウィメンズヘルスケア能力 ｣については、習熟に必要な学習・教育内容等について明示さ

れたものがない。そのため、CLoCMiP 活用ガイド公開時から、ウィメンズヘルスケア能力に関する習熟段

階に関する情報の公開が求められていた。

　現在、就業助産師の67.1% は、病院に勤務しており（平成28年度衛生行政報告例（就業医療関係者））、ウィ

メンズヘルスケアに関わる機会が限られていると考えられ、意図的・計画的にウィメンズヘルスケアを習熟

させていく必要がある。

　そこで、日本看護協会では、日本助産師会によるウィメンズヘルスケアを基に、助産師に求められるウィ

メンズヘルスケア能力について検討し、助産師が担うウィメンズヘルスケア11項目を明示した。

【企画の意図】
　助産師がその専門性を発揮するためには、CLoCMiP 活用ガイドで公表した3つのコア・コンピテンシーに

加え、「ウィメンズヘルスケア能力」について強化する必要がある。そのためには、まず、助産師として担う

べきウィメンズヘルスケアについてすべての助産師が共通認識するとともに、助産師に求められるウィメン

ズヘルスケア能力とその強化に必要な教育・学習内容や習熟過程について理解する必要がある。

【目的】
　本ワークショップでは、助産師に求められるウィメンズヘルスケア能力とその習熟過程について、意見交

換することを目的とする。
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ワークショップ 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 4 会場

ファシリテーター：江藤宏美（長崎大学）

研究開始から論文掲載まで
第 1 回　研究を始めよう！  臨床疑問を研究テーマに　～文献検討のいろは～

中　村　幸　代（横浜市立大学）

大　田　えりか（聖路加国際大学）

　参加者のみなさんの中には、研究が苦手という方や、研究に初めて取り組まれる方もいらっしゃると思い

ます。研究に関する専門書では難しい用語も多く、理解することも困難で何から始めてよいかわからないと

思っていらっしゃる方も多いのではないでしょうか。臨床の現場には、多くの重要な研究課題が眠っており

研究の宝庫と言われていますが、臨床で日々の業務に並行して研究を進めていくことは、大変だと思います。

　日本助産学会編集委員会では、研究という高いハードルが少しでも低くなるように、研究の開始から論文

掲載までを順序を追って、一つひとつ理解していくためのワークショップを開催します。今回は第1回目で、

テーマは『研究を始めよう！　臨床疑問を研究テーマに ～文献検討のいろは～』です。まずは、助産実践の

中から導き出される看護研究というテーマで、助産実践での研究とは、研究テーマの選択、文献検討とは何か、

その必要性等について、分かりやすく、具体的に説明します。次に、実際に PubMed と医学中央雑誌（医中誌）

を使って、研究疑問からどのように文献を検索するのか、キーワードの絞り方、検索の方法、検索した論文

のまとめ方とその活用方法について解説します。

　本ワークショップの内容は、臨床で、学部で、大学院でと様々な環境で、研究をこれから始めようとして

いる方、さらに、どのように支援すればよいのか悩まれている研究指導者の方に対応しています。参加の皆

様の研究にむけた、第1歩を踏み出す動機付けの一助になれば幸甚です。多くの皆様のご参加をお待ちして

おります。

＜企画・運営＞

日本助産学会編集委員会

江藤　宏美　　（長崎大学）

遠藤　亜貴子　（東邦大学）

大田　えりか　（聖路加国際大学）

高岡　智子　　（山梨大学大学院）

中川　有加　　（静岡県立大学）

中村　幸代　　（横浜市立大学）

蛭田　明子　　（聖路加国際大学）

松本　直子　　（聖路加国際大学）

眞鍋　えみ子　（同志社女子大学）
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ワークショップ 3
3 月 4 日（日）9：30～11：00　第 5 会場

ファシリテーター：安達久美子（日本助産学会産後ケアガイドライン特別委員会委員、首都大学東京）

地域で取り組む　産前・産後ケア

島　田　真理恵（日本助産師会  産後ケアガイドライン特別委員会  委員長，上智大学  教授）

安　達　久美子（日本助産師会  産後ケアガイドライン特別委員会  委員，首都大学東京  教授）

岡　本　登美子（日本助産師会  産後ケアガイドライン特別委員会  委員，ウパウパハウス岡本助産院  院長）

葛　西　圭　子（日本助産師会  産後ケアガイドライン特別委員会  委員，日本助産師会  理事）

　わが国の超高齢化と少子化社会への方策として、平成27年9月に、新三本の矢として「夢を紡ぐ子育て支

援」が示されました。そして、平成29年4月には、母子保健法が改正され、子育て世代包括支援センター（法

律上は母子健康包括支援センター）が法定化され、全国で展開されるようになってきました。

　このような背景により、公益社団法人日本助産師会では、厚生労働省による子ども・子育て支援推進調査

研究事業の助成を受け、平成27年度に「より効果的な妊娠出産包括支援事業としての産後ケアのあり方に関

する研究」、平成28年度に「産後ケアガイドラインの作成及び産前・産後の支援のあり方に関する研究」を実

施しました。そして、これら一連の研究成果を踏まえていただき、平成29年8月1日に厚生労働省より「産前・

産後サポート事業ガイドライン」及び「産後ケア事業ガイドライン」が示されました。このガイドラインは、

主に市区町村が事業の実施にあたって、活用いただくものとなります。

　今回のワークショップでは、このガイドラインの内容を紹介すると同時に、さらに、平成28年度におこなっ

た「産後ケアガイドラインの作成及び産前・産後の支援のあり方に関する研究」の成果を紹介し、助産師と

してどのような考え方を基盤として産後ケアを提供していくのか、産後ケアを実際に提供するにあたって必

要な知識や技術を改めて皆様と一緒に考える機会としたいと思います。

　地域において、多職種との連携を取りながら、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の実現のた

めには、助産師がその専門性を発揮することが求められています。このような社会の期待に応えるため、私

たち助産師が何をなすべきかを皆さんで検討していきましょう。
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ワークショップ 4
3 月 4 日（日）13：15～14：45　第 4 会場

ファシリテーター：堀内成子（日本助産学会ガイドライン委員会）

ガイドラインの普及
～エビデンスに用いた数値の解釈と臨床への活用～

飯田真理子，増澤祐子 , 八重ゆかり（日本助産学会　ガイドライン委員会）

　2017年1月、学会より、「エビデンスに基づく助産ガイドライン‐妊娠期・分娩期2016」を発刊しました。

この助産ガイドラインは、主に周産期医療に携わる助産師を対象としており、助産師が独立して正常分娩の

介助を行うために必要となる実践指針を示すことを目的としています。さらに、実施する助産ケア、医療行

為に伴う検査や治療の説明のために必要な最新のエビデンスを集め、それらに基づく助産実践指針を示すこ

とで、各々の実践場所でのケア指針や基準作成の根拠として用いられることも願っています。助産ガイドラ

インを発刊して、1年以上が経過しましたが、実際の周産期医療の実践の場で、みなさまはどのように活用

いただいているでしょうか。

　助産ガイドラインの各 CQ には、採用したエビデンスを示す【根拠】を記載しています。この【根拠】には、

英国国立保健医療研究所“National Institute for Health and Clinical Excellence”の『NICE ガイドライン』妊娠

期および分娩期、『産婦人科診療ガイドライン産科編2014』（日本産科婦人科学会、日本産婦人科医会 2014）、

『科学的根拠に基づく快適で安全な妊娠出産のためのガイドライン2013年版』（厚生労働科学研究妊娠出産ガ

イドライン研究班 2013）の3つのガイドラインの他、2014年9月までの網羅的文献検索結果と、その後公表

された主要ランダム化比較試験とシステマティックレビューの論文を収集・吟味し採用しました。

　ランダム化比較試験やシステマティックレビューという研究デザインを用いてケアの効果を検証した論文

に示されているエビデンスの効果の指標は、オッズ比やリスク比などの効果推定値とともに、95% 信頼区間

が表記されています。また、有意確率を示す、p 値が記載されている場合もあります。それぞれの指標は、

どのように解釈したらよいのでしょうか、そして、数値の表す意味とは何なのでしょうか。効果の指標を理

解し、どのような効果がエビデンスによって示されているのかを正しく解釈することは、ケア実践の根拠や

女性やその家族の意思決定支援には必要です。

　そこで、本ワークショップでは、助産ガイドラインの紹介とともに、助産ガイドラインの根拠に採用され

ているエビデンスにおける効果の指標の意味や解釈についても分かりやすく解説します。このワークショッ

プを機に、エビデンスに示される効果の指標の理解を深めてみませんか。助産ガイドラインの【推奨】とと

もに、【根拠】に記載されたエビデンスも十分に理解した上で、周産期医療に携わる助産師の皆様に助産ガイ

ドラインを活用いただきたいと考えております。皆様のご参加をお待ちしております。
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交流集会 1
3 月 3 日（土）13：15～14：45　第 2 会場

なぜ、今、助産政策か？
－平成 30 年度診療報酬改定に向けた助産学会の取り組み－

企画・運営：日本助産学会助産政策委員会

島　田　啓　子（元金沢大学） 福　井　トシ子（日本看護協会）

片　岡　弥恵子（聖路加国際大学） 井　村　真　澄（日本赤十字看護大学）

宮　下　美代子（みやした助産院） 武　市　洋　美（日本赤十字看護大学大学院生）

太　田　良　子（京都大学大学院生） 藤　田　景　子（静岡県立大学）

＜主な内容＞
1.　看護系学会等社会保険連合の紹介と診療報酬の成り立ちと仕組み

2.　診療報酬と助産政策—体制評価と技術評価について

3.　各ワーキンググループ（WG）の要望内容とそのプロセス

1）WG1：助産外来・院内助産所に対する体制評価の要望

2）WG2：助産師による切迫早産妊婦の訪問看護・指導料の要望

3）WG3：乳腺炎管理技術指導料の要望

4.　参加者との意見交換：助産師が生き残る道、どうする？実践と研究と政策！

【問い・背景】
■全ての妊産婦や新生児は、助産師のケアを受けているのか？
■助産師は効果的に活用されているのか？

　平成30年度に診療報酬および介護報酬の同時改定が行われる。日本の社会保障制度は、急速な高齢化に対

して制度改正を行いながら、必要な給付の確保を図ってきた。この結果、日本の医療は世界第1位の評価を

受けるとともに、日本人の平均寿命は世界最長水準となっている。

　しかし、一方で、周産期領域においては、産科医師不足や産科施設の減少、妊婦の高齢化に伴うハイリス

ク妊産婦の増加、家族構造の変化に伴う妊産褥婦のメンタルヘルスや児童虐待等の社会的問題が深刻化し、

安全・安心に妊娠・出産・子育てできる環境の確保が難しい現状や課題が山積みとなっている。そんな中、

助産師への社会的要請として、専門性の発揮と効率的な医療の提供の観点から、地域で納得のいく育児がで

きるように、母子と家族の支援ができる体制構築、整備への関与が関係職種とともに求められている（安心

と希望の医療確保ビジョン）。

　これまで日本助産学会では、周産期医療、特に助産師の関わるケアは、主に自由診療の範囲で行われるこ

とから、診療報酬制度への積極的な働きかけは行ってこなかった。しかし、今後、全ての妊産婦や新生児に

安全で安心に妊娠・出産・子育てできる環境を提供するために、学術的根拠に基づいた、社会保険医療・助

産の在り方を提言する必要があるのではないかと考えた。

　そこで、日本助産学会では助産政策委員会を新設し、3つのワーキンググループを立ち上げ平成30年度の

診療報酬改定に向けて取り組んできた。今回、その要望内容及びプロセスを報告し、参加者と共に、今後、

安全・安心に妊娠・出産・子育てできる環境の確保をとらえた、助産師の生き残る道について、実践、研究、

政策の視点から参加者の皆さまと共に考えていきたい。
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交流集会 2
3 月 3 日（土）15：30～17：00　第 3 会場

東洋医学を活かしたセルフメンテナンス
～鍼灸師のワザ教えます～

企画・運営：鍼灸×助産プロジェクト

後　　　援：公益社団法人神奈川県鍼灸師会

辻　内　敬　子（鍼灸あんまマッサージ師　女性鍼灸師フォーラム　代表）

井　上　律　子（助産師 / 鍼灸師　神奈川県立足柄上病院）

　

協力者：清　水　慎　司（鍼灸あんまマッサージ師　公益社団法人神奈川県鍼灸師会　会長）

小井土　善　彦（鍼灸師　せりえ鍼灸室院長）

豊　　　久　美（鍼灸あんまマッサージ師　横浜医療専門学校　教員）

田　中　寿　郎（鍼灸師　ヘルスコミュニティー‐HiYoKo‐代表）

＜主な内容＞
・レクチャー：東洋医学とは？　ツボって？など

・グループワーク：ツボを探そう！　やってみよう症状別セルフメンテナス！

・効果について参加者との意見交換

　ご存知ですか？　世界50か国以上で鍼灸やツボ療法がおこなわれていることを。

　ご存知ですか？　ドイツでは助産師による妊婦への鍼治療が認められていることを。

　ご存知ですか？　鍼灸師は3年以上の教育を受け、「鍼師」と「灸師」の国家資格を取得している

　　　　　　　　　ということを。

　明治時代「西洋医学」を選択し、感染症をはじめとする様々な疾患に対し治療効果をあげてきた我が国で

すが、生活環境の変化に伴い病気や体調不良の要因が多様化するなど、近代西洋医学だけでは容易に克服で

きない状況が生じているようです。

　そのような背景の中、2004年にすべての医学部が漢方医学をカリキュラムに取り入れ、2013年には　　

厚生労働省が「統合医療」のあり方に関する検討会を開き、科学的知見の収集と情報の提供を始めています。

また、まもなく改正される、世界保健機構（WHO）の国際疾病分類（ICD-11）には、漢方や鍼・灸を用いる

伝統医学ならではの病名が新たに盛り込まれます。そうです！今、東洋医学が熱い！のです。

　既に多くの助産師養成施設でも、東洋医学やツボ療法について学ぶ機会が増えていると思いますが、ここ

で、もう1度復習してみませんか？国家資格を有する鍼灸師の視点で、東洋医学の考え方に則した体調管理

の方法をご提案致します。まずは、日頃から頑張り過ぎの助産師 / 医療従事者の皆さんに、東洋医学の効果

を実感して頂き、妊産婦さんへの保健指導に役立てて頂けたら幸いです。

　今回の学会のテーマである「母子と女性を守る助産の知と技、そして連携」にぴったりの体験型の交流集

会ですので、皆様のご参加をお待ちしております。

　また学会期間中、企業展示ブースでも治療体験や鍼灸・東洋医学に関する質問をお受けいたしますので、

そちらの方にもお気軽にお立ち寄り下さい。
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交流集会 3
3 月 4 日（日）10：10～11：40　第 2 会場

これからの助産師教育を考えよう！
－どんな助産師教育がしたいですか？ファシリテーションで言語化する新しいアイデア－

企画・運営：全国助産師教育協議会　助産師教育研修研究センター運営委員会

藤　井　宏　子（広島県立大学）　　藤　井　ひろみ（神戸市看護大学）

　「後進を育てたい」と感じている臨床助産師や助産師教員の皆様，教育方法にお困りではありませんか？　

あるいは、「今」の助産師教育に戸惑いや意見をお持ちではありませんか？

　助産師学生の皆様，若手助産師の皆様，どんな教育を受けたいと思っていますか？　「今」の教育の良かっ

た点、そうでない点はどこでしょうか？

　お母さんたちを育むように，私たち助産師を助産師が育てるには、どうすれば、いいのでしょうか？

　いろんなお考えや夢をお持ちだと思います。このセッションでは，様々な立場にある助産師の皆様と，助

産師を育てることの課題や夢を、率直に語り合いたいと思います。今回は浦山絵美先生（ナースファシリテー

ター／ひとづくり工房 esuco 主宰）をお招きして、ファシリテーション技術をご教授いただきながら，これ

からの助産師を育てる夢を、ともに言語化し、共有しませんか？

　事前の準備は要りません。これからの助産師教育への夢を形にするために、学び・語り・聴くだけ…ぜひ

ご来場ください。

【内容】
1. お互いを知ろう！　自己紹介の方法アレコレ

 →学生や後輩の話を聴き、自分も教員・先輩として自己開示する方法として、ファシリテーションを

学ぼう！

2. 実録「全助教ファーストステージ研修」修了生のその後

 →助産師教育を１年間学んだ研修生はその後、研修はしたものの…、授業の腕があがった？実習がス

ムーズになった？職場環境がよくなった？　実際に職場を訪問して実録！してきた内容を報告しま

す。

3. 今の助産師教育について思うこと

 →ファシリテーターと共に、普段あなたが考える「助産師を育てる」ことについて、思いを出し合い

ませんか。

4. 夢を形にするには？　助産師教育への夢を言葉にしてみよう！

 →限界や壁は置いておき、まずは自分が目指すものを、言葉にしてみませんか？
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一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第2会場

座長：新井陽子（北里大学）

O－1
出産にかかわる医療過誤により児を喪失した女性の次子出産への支援

－助産師と医師の認識の比較－
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座長：新井陽子（北里大学）

O－�
NICU にࡅ࠾る┳ㆤ師の Family-Centered Care をಁ㐍ࡍるಶேⓗ࣭⤌⧊ⓗせᅉ

㹼ࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝศᯒを⏝࡚࠸㹼

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第2会場

)&&

)&&
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座長：新井陽子（北里大学）

O－�
⤫ྜ失ㄪྜే〟፬の⫱児⬟ຊにᙳ㡪をཬࡍࡰᅉ子の᳨ウ

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第2会場
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座長：新井陽子（北里大学）

O－�
♫ⓗࢡࢫࣜࣁዷፎ࡛ዷፎⴱ⸨をᢪ࠼た女性ࡀồࡵるࢣ

－ዷፎᮇの女性への࣮ࣗࣅࢱࣥㄪᰝより－

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第2会場
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座長：新井陽子（北里大学）

O－�
ศፔᮇの⾑⢾࣮ࣝࣟࢺࣥࢥにᙳ㡪ࡍるせᅉศᯒ

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第2会場

�
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座長：（学大）子㑥⯚

O－�
ዷፎᮇかࡽ産ᚋ㸯か᭶࡛ࡲの EPDS の⤒ⓗኚとࢢࣥࢹࣥ࣎ᑻᗘの㛵㐃

一般演題（口演）　産褥ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第3会場
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座長：（学大）子㑥⯚

O－�
ึ産፬ࡀ産ᚋにᐇしたࢢ࣮࢛ࣥ࢟࢘と産ᚋ3か᭶࡛ࡲの㌟యのኚ

一般演題（口演）　産褥ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第3会場
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座長：（学大）子㑥⯚

O－�
産ᚋ㸯か᭶௨ෆの〟፬に㛵わるྛᶵ㛵࡛のၚᾮ್ࢮ࣮࣑ࣛと

㉁ၥ⚊ᚓⅬとの㛵㐃ࡘ࠺産ᚋࣛࣂࣥࢪ࢚

一般演題（口演）　産褥ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第3会場
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座長：（学大）子㑥⯚

O－�
産ᚋ1か᭶のẕぶのࠕឡ╔ - 㣴⫱ࢫࣥࣛࣂ ᑻࠖᗘへの⮬ᕫࢫ࢚ࣥࣜࢪ࣭ࣞࢪ࣮࣓のᙳ㡪

一般演題（口演）　産褥ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第3会場

�
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座長：（学大）子㑥⯚

O－1�
㸿ᕷにࡅ࠾るዷፎᮇかࡽ子⫱࡚ᮇ（≉にஙᗂ児ᮇ）のẕぶへの支援ෆᐜに㛵ࡍるࢬ࣮ࢽㄪᰝ

－⤒産፬に↔Ⅼを࡚࡚࠶－

一般演題（口演）　産褥ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第3会場
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座長：ᓥ⿄㤶子（北里大学）

O－11
ዷ፬のᖇ⋤ษ㛤ศፔに㛵ࡍるሗ㞟のᐇែとࢬ࣮ࢽ

－ Web －の᭷⏝性の᳨ウࣜࣉ

一般演題（口演）　妊娠ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第�会場
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座長：ᓥ⿄㤶子（北里大学）

O－1�
る㣗⾜ືのศᯒࡅ࠾にࢣࣇࣝࢭわり≧出⌧ᮇ㛫のዷ፬のࡘ

一般演題（口演）　妊娠ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第�会場
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座長：ᓥ⿄㤶子（北里大学）

O－1�
ዷፎᚋᮇに࠶るዷ፬のሗࢬ࣮ࢽに㛵ࡍる◊✲

－᪥ᮏ᭱大ࢺࢧࣈ࢙࢘にࡅ࠾るⓎゝのศᯒ－

一般演題（口演）　妊娠ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第�会場



292 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᓥ⿄㤶子（北里大学）

O－1�
ዷ፬のせᅉࢡࢫࣜࣁるࡍにᙳ㡪ື⾜ࢣࣇࣝࢭ

－ዷ፬のࢣࣇࣝࢭ⾜ືពᅗᑻᗘを⏝࡚࠸－

一般演題（口演）　妊娠ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第�会場
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座長：ᓥ⿄㤶子（北里大学）

O－1�
ዷፎึᮇのᒀ失⚗と㦵┙ᙧែとの㛵㐃

一般演題（口演）　妊娠ظのケア1
3月3日（土）10：30～11：30　第�会場
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座長：㎷ࠉᜨ子（᠕⩏ሿ大学）

O－1�
ዷፎᮇにࡅ࠾る㧗ᖺึ産፬のᛮ࠸とኵの㛵わり

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア�
3月3日（土）1�：��～1�：��　第2会場
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座長：㎷ࠉᜨ子（᠕⩏ሿ大学）

O－1�
࿘産ᮇ喪失をయ㦂し࡚࠸る女性ࡀዷፎᮇにᢪࡃᚰ

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア�
3月3日（土）1�：��～1�：��　第2会場

Côté-Arsenault 2011

 

 

 

Côté-Arsenault 2016  
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座長：㎷ࠉᜨ子（᠕⩏ሿ大学）

O－1�
助産師のㄒりにࡳる࿘産ᮇ࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱにࡅ࠾る支援のㄢ㢟

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア�
3月3日（土）1�：��～1�：��　第2会場



297J. Jpn. Acad. Midwif., Vol. 31, No. 3, 2018

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㎷ࠉᜨ子（᠕⩏ሿ大学）

O－1�
⫱ዷ፬のዷፎึᮇにࡅ࠾るᏳに㛵㐃ࡍるせᅉ

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア�
3月3日（土）1�：��～1�：��　第2会場
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座長：㎷ࠉᜨ子（᠕⩏ሿ大学）

O－��
ὶ࣭Ṛ産⤒㦂ᚋにዷፎした⫱女性のሗࢬ࣮ࢽ

－るⓎゝෆᐜのศᯒよりࡅ࠾にࢹ࣓ࣝࣕࢩ࣮ࢯ－

一般演題（口演）　ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児のケア�
3月3日（土）1�：��～1�：��　第2会場
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座長：⸨井ᏹ子（┴❧ᗈᓥ大学）

O－�1
産ᚋධ㝔ᮇ㛫▷⦰による産፬ே⛉ᗋ㐠⏝のኚ

一般演題（口演）　ॿ産ཧ
3月3日（土）1�：00～1�：00　第2会場
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座長：⸨井ᏹ子（┴❧ᗈᓥ大学）

O－��
助産ᐇ㊶⬟ຊ⩦⇍ẁ㝵ูにࡅ࠾るᴗົ㔞 ᐃ

㹼Ᏻ࡛㉁の㧗ࢣ࠸のᐇ㊶にྥ࡚ࡅ㹼

一般演題（口演）　ॿ産ཧ
3月3日（土）1�：00～1�：00　第2会場
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座長：⸨井ᏹ子（┴❧ᗈᓥ大学）

O－��
㝔ෆ助産タにࡅ࠾るศፔᚋ⟶⌮の᳨ウ

－産ᚋ過ከ出⾑に↔Ⅼをᙜ࡚たศᯒ－

一般演題（口演）　ॿ産ཧ
3月3日（土）1�：00～1�：00　第2会場
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座長：⸨井ᏹ子（┴❧ᗈᓥ大学）

O－��
助産師ࣜࣕ࢟ࡀの༴ᶵの⤒㦂をࣜࡍࣥࣙࢩࢡࣞࣇるࡇとのព⩏

一般演題（口演）　ॿ産ཧ
3月3日（土）1�：00～1�：00　第2会場
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座長：⸨井ᏹ子（┴❧ᗈᓥ大学）

O－��
助産師ᅜᐙ㈨᱁を᭷ࡍる┳ㆤ師の助産師⫋へのࡔࡇわり

一般演題（口演）　ॿ産ཧ
3月3日（土）1�：00～1�：00　第2会場
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座長：Ώ㑔子（新₲㟷㝠大学）

O－��
ᮐᖠᕷ産ᚋࢣᴗを⏝した女性の認識

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第3会場

2016
 

Rapid Anthropological Assessment Procedure 
Bees, 2001  
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演
）

座長：Ώ㑔子（新₲㟷㝠大学）

O－��
ዷፎᚋᮇかࡽ産ᚋ2か᭶࡛ࡲのጔのኵ፬㛵ಀ‶㊊とࡑの㛵㐃せᅉ

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第3会場

Ȥ2 GI p Ȥ2 GI p
p p
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306 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ώ㑔子（新₲㟷㝠大学）

O－��
産〟ධ㝔ᮇ㛫のึ産፬のኵにᑐࡍる助産師の支援のᐇ㝿：

ኵへの┤᥋ⓗ࡞㛵わりに↔Ⅼをᙜ࡚࡚

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第3会場

 
 

 



307J. Jpn. Acad. Midwif., Vol. 31, No. 3, 2018

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ώ㑔子（新₲㟷㝠大学）

O－��
⏕ᚋ1か᭶児を⫱児୰の∗ぶにࡅ࠾る⢭⚄ᗣᗘの㛵㐃せᅉ

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第3会場

 

*+4 
12 *+412 0DQQ�:KLWQH\  8 .UXVNDO�:DOOLV
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*+4 12 0DQQ�:KLWQH\
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308 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ώ㑔子（新₲㟷㝠大学）

O－��
⫱児ᮇ᪩ᮇのࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࣝࣕࢩ࣮ࢯと∗ぶᙺ⋓ᚓ࠾よࡧኵ፬㛵ಀの㛵㐃の᳨ウ

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᕝ⏤⨾（㛵ᮾ学㝔大学）

O－�1
ึ産፬のศፔ᪉ἲの㐪࠸によるࠊ産〟᪩ᮇの産ᚋ⑂ປとᤵங≧ἣの比較◊✲

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第3会場

 

 
 

  



310 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᕝ⏤⨾（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
ศፔᚋに出⾑ከ㔞ࡗࡔた女性の出⾑┤ᚋかࡽ産ᚋ3か᭶࡛ࡲのᚰ⌮ࢫࢭࣟࣉ

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第3会場

3
 

2 1 2
3 3

1649  

4 3
2

 

3
 

3
3

 

Cara Z, Martha L, Kathleen O’Rourke, P.Amina Alio, Ellen M, &Charles S (2013). Women’s 
Experiences, Emotional Response, and Perceptions of Care After Emergency Peripartum 
Hysterectomy: A Qualitative survey of Women from 6 Months to 3 Years Postpartum. BIRTH, vol40, 
256-263. 
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᕝ⏤⨾（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
産ᚋ1か᭶࡛ࡲのẕぶの⑂ປឤにᙳ㡪ࡍるせᅉの᳨ウ

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第3会場



312 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᕝ⏤⨾（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
産ᚋ女性のᢚࡘ࠺とୖ⫥ᶵ⬟㞀ᐖとの㛵㐃

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᕝ⏤⨾（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
産ᚋ1ࣧ᭶のẕங⫱児⮬ᕫຠຊឤと〟፬の≉ᚩの㛵㐃

一般演題（口演）　産褥ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第3会場



314 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㤶ྲྀὒ子（北里大学）

O－��
࿘産ᮇにࡅ࠾る NICE の産๓産ᚋの࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱの

のᐇែㄪᰝࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢫࣝࢱた࣓ࣥ࠸⏝をࣥࣛࢻ࢞

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㤶ྲྀὒ子（北里大学）

O－��
ዷፎ⢾ᒀをⓎしたዷ፬とⓎし࡞かࡗたዷ፬の比較

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第�会場

 
2010 7

2.7 4.4
 2010 � 2010 12.1� � 2011 201�
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316 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㤶ྲྀὒ子（北里大学）

O－��
のኚ࠸をయ㦂し࡚のዷ፬のᛮࢫࢿࣝࣇࢻ࣐ࣥ

㹼助産師እ᮶にࡅ࠾る࿘産ᮇ࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱධ㹼

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㤶ྲྀὒ子（北里大学）

O－��
ዷፎ୰のẕぶのẕங⫱児へのពᛮと IIFAS̺J

（᪥ᮏㄒ∧ Iowa Infant Feeding Attitude Scale）の㛵㐃

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第�会場



318 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：㤶ྲྀὒ子（北里大学）

O－��
ዷፎ୰ᮇにࡅ࠾る⫾児へのかかわりに㛵ࡍるグ㘓ࡀዷ፬の⫾児ឡ╔に࠼るຠᯝ

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：北ᕝ┾⌮子（ே㛫⎔ቃ大学）

O－�1
ዷፎᚋᮇ女性にࡅ࠾る࣮ࢲ࣭ࣥ࣋ࣛࢪ࣮ࢭࣜࣛࢡ⢭Ἔ࣑ࣥࢫࣕࢪࠊ⢭Ἔによる

㊊ᾎ๓ᚋの࣮ࣝࢰࢳࣝࢥ࣭ࣥࢩࢺࢩ࢟࢜のኚ：㠀↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第�会場



320 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：北ᕝ┾⌮子（ே㛫⎔ቃ大学）

O－��
㙀⅍療をཷࡅるዷ፬ࡀᢪࡃᗣ⾜ືのኚに࡚࠸ࡘの⮬ぬ

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：北ᕝ┾⌮子（ே㛫⎔ቃ大学）

O－��
㦵┙のዷ፬ࡀᐇࡍる⅍（᭷↮࣭↓↮）の㢌ኚへのᙳ㡪

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第�会場



322 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：北ᕝ┾⌮子（ே㛫⎔ቃ大学）

O－��
ዷ፬にᑐࡍる ⅍療ἲのຠᯝ（ 1 ）

－ QOL をᣦᶆとし࡚－

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：北ᕝ┾⌮子（ே㛫⎔ቃ大学）

O－��
ዷ፬にᑐࡍる ⅍療ἲのຠᯝ（ 2 ）
－をᣦᶆにし࡚ࣝࣈࣛࢺ࣮ࢼ࣐－

一般演題（口演）　妊娠ظのケア�
3月3日（土）1�：20～1�：20　第�会場



324 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ỉ㔝⚈子（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
ᛮᮇの性に㛵ࡍる子⫱࡚支援ࢺࢵࣞࣇࣥࣃの୰学ᰯᩍဨのホ౯

一般演題（口演）　ࢥय़ظ・Ҭॿ産׆ಈ
3月�日（日）�：30～10：1�　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ỉ㔝⚈子（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
ᑠ࣭୰学⏕をࡘࡶಖㆤ⪅の学ᰯ性ᩍ⫱とᐙᗞ性ᩍ⫱にᑐࡍる認識

一般演題（口演）　ࢥय़ظ・Ҭॿ産׆ಈ
3月�日（日）�：30～10：1�　第3会場
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326 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ỉ㔝⚈子（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
ᑠ学⏕をࡘࡶಖㆤ⪅のᐙᗞ࡛の性ᩍ⫱のᐇែ

一般演題（口演）　ࢥय़ظ・Ҭॿ産׆ಈ
3月�日（日）�：30～10：1�　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：Ỉ㔝⚈子（㛵ᮾ学㝔大学）

O－��
ẕ子ᐙᗞゼၥဨのᅔ㞴ឤと⮬యᴗᡤにࡅ࠾る支援の⌧≧

一般演題（口演）　ࢥय़ظ・Ҭॿ産׆ಈ
3月�日（日）�：30～10：1�　第3会場



328 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ὸぢᜨ子（༓里㔠⹒大学）

O－��
ᤵᴗࣥࢨࢹを⏝࠸たᴗົᨵၿのᤵᴗᐇ⪅のẼ࡙ࡁ

－᪥ᮏㄒヰᅔ㞴⪅かࡽのศፔ㐃⤡ᑐᛂ࣮ࣝࢶのసᡂへのྲྀり⤌ࡳを㏻し࡚－

一般演題（口演）　ॿ産ڭҭ
3月�日（日）10：30～11：30　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ὸぢᜨ子（༓里㔠⹒大学）

O－�1
᪥ᮏㄒヰᅔ㞴⪅かࡽのศፔ㐃⤡ᑐᛂ࣮ࣝࢶのసᡂへのྲྀり⤌ࡳ

－ᤵᴗࣥࢨࢹを⏝࠸たᴗົᨵၿのᐇ㝿－

一般演題（口演）　ॿ産ڭҭ
3月�日（日）10：30～11：30　第3会場

28 3 28 6 31
3 13 3 2016

� (5%�(�317�  



330 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ὸぢᜨ子（༓里㔠⹒大学）

O－��
助産師㣴ᡂㄢ⛬にࡅ࠾る≉Ⰽ࠶るᩍ⫱ᒎ㛤のㄪᰝ

一般演題（口演）　ॿ産ڭҭ
3月�日（日）10：30～11：30　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ὸぢᜨ子（༓里㔠⹒大学）

O－��
助産ᐇ㊶⬟ຊ⩦⇍ẁ㝵ࣞࣝ࣋Ϩの助産師のࢡࢫࣜࣁዷ産፬ࢣ⤒㦂かࡽの学⩦

一般演題（口演）　ॿ産ڭҭ
3月�日（日）10：30～11：30　第3会場



332 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ὸぢᜨ子（༓里㔠⹒大学）

O－��
ධ学๓ㄢ㢟をά⏝したዷ፬࣭〟፬のࢺ࣓ࣥࢫࢭࣝ࢝ࢪࣇᢏ⾡を㧗ࡵるᤵᴗ᪉ἲのᕤኵ

一般演題（口演）　ॿ産ڭҭ
3月�日（日）10：30～11：30　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⡿ᒣ里ᯞ（ᮾி医療ಖ大学）

O－��
ዷ፬デᮍཷデのࡲࡲศፔに࠸たࡗたⱝᖺ〟፬の産〟ධ㝔୰のࢣにᦠわる助産師のయ㦂

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ1
3月�日（日）�：30～10：30　第�会場



334 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⡿ᒣ里ᯞ（ᮾி医療ಖ大学）

O－��
ங児⓶ࣝࣈࣛࢺ≧の㣴⫱⪅によるホ౯のጇᙜ性᳨ド

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ1
3月�日（日）�：30～10：30　第�会場

 

3
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⡿ᒣ里ᯞ（ᮾி医療ಖ大学）

O－��
ᑠ児⛉࠺⾜࡛ࢡࢵࢽࣜࢡ⫱児支援

㹼助産師とし࡚のᙺ㹼

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ1
3月�日（日）�：30～10：30　第�会場



336 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⡿ᒣ里ᯞ（ᮾி医療ಖ大学）

O－��
᪥ᮏのᐟἩᆺ産ᚋࢣタにࡅ࠾る◊✲

－タ㈐௵⪅と⏝⪅の比較－

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ1
3月�日（日）�：30～10：30　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⡿ᒣ里ᯞ（ᮾி医療ಖ大学）

O－��
ᑵ学๓の子ࡶにᑐࡍるಖㆤ⪅のᐙᗞにࡅ࠾る性ᩍ⫱のᐇែ

－ᑠ学⏕をᣢࡘಖㆤ⪅をᑐ㇟としたᚋ᪉どⓗㄪᰝより－

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ1
3月�日（日）�：30～10：30　第�会場



338 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：୰ᒣ㤶ᫎ（大学）

O－��
⫱児とぶのㆤの୧᪉をᢸ࠺女性の⫯ᐃⓗ࡞ᚰ⌮ⓗᗣឤと

⫱児ࢫࣞࢺࢫཬࡧㆤの認▱ⓗホ౯との㛵㐃

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）10：�0～11：�0　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：୰ᒣ㤶ᫎ（大学）

O－�1
බඹのሙ࡛ᡃࡀ子ࡀἽ࠸たとࡁの㒔ᕷ㒊にᒃఫࡍるぶのయ㦂

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）10：�0～11：�0　第�会場



340 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：୰ᒣ㤶ᫎ（大学）

O－��
助産師によるࢺ࣮࣏ࢧࣝࢼࣙࢩ࣮࢚ࣔとẕ子のࢢࣥࢹࣥ࣎の㛵ಀ性の᥈⣴

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）10：�0～11：�0　第�会場

2016 7 11
8

2-5
EPDS PBQ-J16

47 5

PBQ-J16 
16-A012  

203 225 76.5 ǂ
0.94 8

PBQ-J16
EPDS

R2 0.38) EPDS
R2 0.32)  
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：୰ᒣ㤶ᫎ（大学）

O－��
➨1子にᑐࡍるẕぶの⫱児ឤにᙳ㡪ࡍるせᅉ :

➨2子出産ᚋ1ࣨ᭶にࡅ࠾るᶓ᩿◊✲

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）10：�0～11：�0　第�会場

2015 2 54.0%

2 1

2 2 1
1 2015 8 12

2008 1 1

A
IRB ID:R0013 SPSS statistics Ver.23

5%  

82 96.5% 32.1 3.7
1 2 4  

1 7
1 5

 
=.433,p<.001 2 ( .304,p<.01)

-.325,p<.01 2
( .317,p<.05) 

1 -.365,p<.01 .332,p<.01
-.301,p<.01 1

.520,p<.05 .302,p<.01

1  

 



342 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：୰ᒣ㤶ᫎ（大学）

O－��
ங児を⫱࡚るẕぶ࣒ࣛࢢࣟࣉࢫࢡࣅ࣮ࣅ࣋ࡀを⥅⥆ࡍるたࡵのせ௳

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）10：�0～11：�0　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⏣㎶࠸ࡅ子（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

O－��
↓③ศፔと⮬↛ศፔにࡅ࠾る③ࡳと⑂ປのண と⌧ᐇとのࣉࢵࣕࢠཬࡧ出産‶㊊ᗘ

一般演題（口演）　分娩ظのケア1
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第2会場

9 2016

 

 

36 2 2

70� 609
�1��018�  

1.
 

2. 60.1�6' 27.2� �2.2�6' 28.0�
�3� 0.001�

 
3. 7.61�6' 1.8�� 8.6��6' 1.43�

�3� 0.001�
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344 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⏣㎶࠸ࡅ子（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

O－��
↓③ศፔを⾜ࡗた産፬の‶㊊ᗘㄪᰝ

一般演題（口演）　分娩ظのケア1
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第2会場

49 79
�3 47

2 89
9 2

�1 4� 4
82

16 2  

89 2
82

 

47
 

632 &7*
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⏣㎶࠸ࡅ子（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

O－��
1ே┠の出産࣭⫱児య㦂の࣐࢘ࣛࢺ出⌧≧ែとせᅉ

一般演題（口演）　分娩ظのケア1
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第2会場

 

 

1
1

 

2 6 12
1 ,(6�5

2� 6366
YHUVLRQ22 1� 087

 

400 226 �6.� 220
97.3� ,(6�5 7.38 6' 7.�7 2� 7

3.18 7 3
,(6�5 1

10 6.98 6'
2.14

2�00J
 

 

2006 &UHHG\ 2000 :LMPD 1997
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346 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⏣㎶࠸ࡅ子（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

O－��
ศፔᮇにࡅ࠾る助産師の医療ධとࡑのุ᩿にᙳ㡪ࡍるせᅉ

一般演題（口演）　分娩ظのケア1
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第2会場

 

8

4  
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⏣㎶࠸ࡅ子（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

O－��
⤒⭐ศፔᚋのศፔ➨ϫᮇにࡅ࠾る┳ㆤᐇ㊶の⌧≧

一般演題（口演）　分娩ظのケア1
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第2会場

20 30 40 �0
60 �

2017 2017

60

 



348 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
Ᏻ࡞⫾児ፔ出ἲに↔Ⅼをᙜ࡚た助産ᡤ⇍⦎助産師のศፔ助ᡭᢏ2➨－ࠉሗ－

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場

2016 2



349J. Jpn. Acad. Midwif., Vol. 31, No. 3, 2018

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－�1
ṇᮇ産࡛出⏕したẕஙᰤ㣴児にࡅ࠾るᖏ⤖⣻のࢢ࣑ࣥࢱの

㯤⑇へのᙳ㡪 ：࣒ࣛࣥࢲ比較ヨ㦂

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場



350 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
るෆᐜの᳨ウ࠼⪄と࠸๓に▱りたࡀศፔを⤒㦂したኵ࠸ࡕ❧

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場

2016 10 12
1

� 30.3�3.2 9
�4

8
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
ศፔのẕయ⬦ᢿᩘのኚ

㹼㝔ෆ助産にࡅ࠾る医師ሗ࿌ᇶ‽の᳨ウ㹼

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場
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28 12 29 8 �6 3520
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7� 100
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352 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
యኚによる㦵┙እ⤖ྜ⥺のኚに㛵ࡍる᳨ウ

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場

 
 

1  
     

 �3� 10 �8.� 13.9 
 �30 16 �10.� 10.6 
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：⸨井ࡳࢁࡦ（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
ึ産፬にࡅ࠾る㝜ษ㛤ᅇ㑊の᳨ウ

一般演題（口演）　分娩ظのケア�
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第2会場



354 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᔱ⃝ᜤ子（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
る◊ಟάືࡍ㒆のᮧⴠ助産師にᑐ࣮ࣝࢽ࢞ࣝࣕࢩᕞ࣒࣮ࢶࣝࣁඹᅜࣥࢲ࣮ࢫ

一般演題（口演）　ࡍࠃॿ産׆ಈ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᔱ⃝ᜤ子（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
ࡳを⏝したಖᣦᑟのᑟධのヨࣜࣉ࣐࣍ࢫのዷ፬⫧‶のண㜵にࣝࢦࣥࣔ

一般演題（口演）　ࡍࠃॿ産׆ಈ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第3会場



356 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᔱ⃝ᜤ子（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
女性のᶒとし࡚の出産のࠕ－ࣥࣙࢩ࣮ࢮࢽ࣐࣮ࣗࣄᭀຊⓗ出産 のࠖどⅬかࡽ

一般演題（口演）　ࡍࠃॿ産׆ಈ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第3会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᔱ⃝ᜤ子（⚄ᡞᕷ┳ㆤ大学）

O－��
Early Essential Newborn Care のࢽࢨࣥࢱへのᒎ㛤

一般演題（口演）　ࡍࠃॿ産׆ಈ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第3会場



358 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：井ᮏᐶ子（᪥ᮏ㉥༑Ꮠ♫医療࣮ࢱࣥࢭ）

O－��
㝔ෆ助産にᚑࡍるࡇとを┠ᣦࡍ助産師にᙳ㡪をཬࡍࡰせᅉ

－㝔にົࡍる⤒㦂3ᖺᮍ‶の助産師に↔Ⅼをᙜ࡚࡚－

一般演題（口演）　ଔڭޙҭ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：井ᮏᐶ子（᪥ᮏ㉥༑Ꮠ♫医療࣮ࢱࣥࢭ）

O－�1
産⛉༴ᶵⓗ出⾑にᑐࡍるㅮ⩏ᆺとࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩᆺ学⩦のే⏝ຠᯝ

一般演題（口演）　ଔڭޙҭ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第�会場



360 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：井ᮏᐶ子（᪥ᮏ㉥༑Ꮠ♫医療࣮ࢱࣥࢭ）

O－��
産⛉༴ᶵⓗ出⾑のࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ◊ಟのྲྀり⤌ࡳ

㹼㍺⾑ᐇ㊶◊ಟをྲྀりධ࡚ࢀ㹼

一般演題（口演）　ଔڭޙҭ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：井ᮏᐶ子（᪥ᮏ㉥༑Ꮠ♫医療࣮ࢱࣥࢭ）

O－��
産⛉Ჷにࡅ࠾る新ே┳ㆤ⫋ဨᩍ⫱ᢸᙜのቑဨ㓄⨨によるᙳ㡪

一般演題（口演）　ଔڭޙҭ
3月�日（日）1�：��～1�：�3　第�会場

2010 4 2012
6 � �

32 1 � � � 2016
2-7 � � 1

3
� �1702�  

�4 6 �

 

2016
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362 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᯂῡᜨ⨾子（Ṋⶶ㔝大学）

O－��
⏕ᚋ6か᭶児を子⫱࡚୰のẕぶࡀᮇᚅࡍるඹឤⓗ支援とẼ㉁の㛵㐃

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᯂῡᜨ⨾子（Ṋⶶ㔝大学）

O－��
ศ㞳ᆺ里ᖐりศፔを㑅ᢥしたኵ፬の産ᚋࢺ࣮࣏ࢧのᐇ㝿

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第�会場



364 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᯂῡᜨ⨾子（Ṋⶶ㔝大学）

O－��
ஙᗂ児ᮇの子ࡶをᣢࡘ⏨性にࡅ࠾る∗ぶᙺ認識の㛵㐃せᅉ

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᯂῡᜨ⨾子（Ṋⶶ㔝大学）

O－��
子⫱࡚୰のぶ᳨ࢺ࣮࣏ࢧウにྥࡅたᐙ࣭⫱児ศᢸと

るጔとኵの認識ࡍに㛵ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第�会場



366 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ᯂῡᜨ⨾子（Ṋⶶ㔝大学）

O－��
北ᾏ㐨㎰ᮧ㒊࡛子産ࡳ子⫱࡚ࡍる⤒㦂とࣝࢱࣆ࣭ࣕ࢟ࣝࣕࢩ࣮ࢯのᐇែ

一般演題（口演）　ࢠҭͯࢧԉ�
3月�日（日）13：1�～1�：1�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－��
ዷ፬とኵへの出⏕๓デ᩿に㛵し࡚の認▱ᗘと▱識のᐇែㄪᰝ

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場



368 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－��
女子大学⏕のẕぶの generativity ᗣ㛵㐃ࡀ QOL に࠾よࡍࡰᙳ㡪

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場

ȕ p R2 p
ȕ p

ȕ p R2 p
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－�1
子ᐑ㢕ࢇࡀၨⓎ子㓄ᕸධᚋの子ᐑ㢕᳨ࢇࡀデཷデにᑐࡍるᛮ࠸のศᯒかࡽのホ౯

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場



370 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－��
ᑵປし࡚࠸る性ᡂ⇍ᮇ女性の࣮ࢩࣛࢸࣜࢫࣝ࣊と⏕ά⩦័との㛵㐃

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場
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一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－��
ാࡃ女性の࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱに㛵㐃ࡍる⫋ሙ⎔ቃとᗣୖのၥ㢟

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場



372 ᪥ᮏ助産学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
口
演
）

座長：ୖ⏣㑥ᯞ（大学）

O－��
る᳨ウࡍのຠᯝに㛵ࢣࣥࣙࢩࣉࢭࣥࢥࣞࣉ

一般演題（口演）　イϝϯζϔϧス（ෆ妊・ߋظ）
3月�日（日）1�：2�～1�：3�　第�会場



一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

一 般 演 題
（ポスター）

学生ポスター発表
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場

座長：新田真弓（日本赤十字看護大学）

P －1
更年期にある一般女性の更年期症状と quality of life（QOL）の

関連についての系統的文献レビュー



374 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：新田真弓（日本赤十字看護大学）

P －�
⏘〟期にຓ⏘ᖌࡀෆデ࡛⾜࠺㦵┙ᗏ➽カ⦎

㸫ᐇᡭ㡰᭩のෆᐜ的ጇᙜ性の᳨ド㸫

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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般
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題
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ス
タ
ー
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学
生
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ー
発
表

座長：新田真弓（日本赤十字看護大学）

P －�
㯤య期にࡅ࠾る᭶⤒㝶క症状と╧╀ཬࡧ⮬ᚊ⚄⤒άື㔞との関連

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：新田真弓（日本赤十字看護大学）

P －�
関すᆅ༊㒔ᕷ㒊の་⒪ᶵ関にࡅ࠾る看護⫋の DV ⿕ᐖ⪅との㐼㐝とᨭ状ἣ

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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学
生
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発
表

座長：新田真弓（日本赤十字看護大学）

P －�
ᡂே女性の᭶⤒ࣉࢵ࢝⏝にక࠺᭶⤒㝶క症状のኚ

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



378 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：（学大㝔学ி文）Ꮚᩔ本

P －�
ዷፎ期のࡧࡼ࠾ࢣዷ፬の SOC と⏘ᚋ1᭶Ⅼの EPDS の関連

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



379J. Jpn. Acad. Midwif., Vol. 31, No. 3, 2018

一
般
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題
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ー
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発
表

座長：（学大㝔学ி文）Ꮚᩔ本

P －�
ዷፎᮎ期にฟ⏘Ᏻࢆᢪࡃ“low-risk”ዷ፬のᏳ㟼の⮬ᚊ⚄⤒άືと

ᚰᢿኚືࣇ࢜ࣂーࢡࢵࣂࢻにࡼるධຠᯝ

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
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タ
ー
発
表

座長：（学大㝔学ி文）Ꮚᩔ本

P －�
᫂日ࡽ࠼る㸟෭࠼症ࢣのࠕᢏ のࠖᐇとホ౯

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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ー
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発
表

座長：（学大㝔学ி文）Ꮚᩔ本

P －�
ዷፎᮎ期にࡅ࠾る㝕③Ⓨ᮶のࡵࡓのங㢌่⃭ࡧࡼ࠾ࣝࢥࢺࣟࣉ

ၚᾮࣥࢩࢺࢩ࢟࢜ ᐃのᐇ⾜ྍ⬟性

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：（学大㝔学ி文）Ꮚᩔ本

P －1�
ዷፎ期ࡽ⏘ᚋにࡅ࠾る⭜③と⢭⚄的ᗣの๓᪉ど的᳨ウ

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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ー
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ー
発
表

座長：ᒣ㷂ᆂᏊ（ᐑᓮ大学）

P －11
るዷ፬の3⩌ู㛤⬮ᗘのᣑ大ຠᯝࡼ㐠ື⥅⥆に࣭࢞ࣚࢸࢽࢱ࣐

 

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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般
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題
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ポ
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タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᒣ㷂ᆂᏊ（ᐑᓮ大学）

P －1�
ษ㏕᪩⏘࡛ධ㝔ࡓࡋዷ፬のᢪ࠼るࢺࢫレࢫとࡑのせᅉ

22 34 6

15032 2  

19

 

 
 

6

 

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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題
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ポ
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タ
ー
）・
学
生
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タ
ー
発
表

座長：ᒣ㷂ᆂᏊ（ᐑᓮ大学）

P －1�
ዷፎᮎ期のዷ፬ࡀయᆺኚにᢪࡃᛮいとయ㔜ቑຍ㔞の関連

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



386 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᒣ㷂ᆂᏊ（ᐑᓮ大学）

P －1�
ዷፎにక࠺⾑ᾮᡂศの⏕⌮的ኚ

㸫㠀く的ࣟࢢࣔ࣊ビࣥ ᐃᶵჾ㛤Ⓨのࡵࡓのᇶ♏◊✲㸫

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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ー
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学
生
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ス
タ
ー
発
表

座長：ᒣ㷂ᆂᏊ（ᐑᓮ大学）

P －1�
ᑵປዷ፬のࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ࣭ࢸࢽࢱ࣐に関ࡍるࢣෆᐜと看護⪅のᙺព㆑

 

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



388 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ୖ⃝ᝋᏊ（ி㒔ᶲ大学）

P －1�
A 大学ຓ⏘学ྠ❆ဨのຓ⏘ᐇ㊶⬟ຊにࡅ࠾るࢣ⤒㦂と⮬ᕫホ౯
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一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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ー
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学
生
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ス
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発
表

座長：ୖ⃝ᝋᏊ（ி㒔ᶲ大学）

P －1�
ᙜᲷにࡅ࠾るࣇࢵࢱࢫᩍ⫱のࡵࡓのᩍ⫱㆟のᐇ㝿

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



390 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ୖ⃝ᝋᏊ（ி㒔ᶲ大学）

P －1�
ຓ⏘እ᮶にࡅ࠾る⌧௵ᩍ⫱のࢽーࢬのᐇែ

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
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題
（
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ー
）・
学
生
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ス
タ
ー
発
表

座長：ୖ⃝ᝋᏊ（ி㒔ᶲ大学）

P －1�
ຓ⏘ᖌの⫋ᴗពḧに関ࡍる文献レビュー

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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392 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ୗぢ༓ᜨ（ᗈᓥᅜ㝿大学）

P －��
᪩⏘ඣࢆฟ⏘ࡓࡋẕぶのẕஙࢆ࠼るࡇとについてのᛮい
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一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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学
生
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発
表

座長：ୗぢ༓ᜨ（ᗈᓥᅜ㝿大学）

P －�1
ᦢஙࣔࣝࢹᶵჾの㛤Ⓨ
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一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ୗぢ༓ᜨ（ᗈᓥᅜ㝿大学）

P －��
ዷፎ期にẕங࡛⫱ඣࡍࢆる࣓ーࢆࢪᣢࡗていࠊࡽࡀ࡞ΰྜᰤ㣴ࡋࢆているẕぶのᛮい

A 16-6  

 

 

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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学
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発
表

座長：ୗぢ༓ᜨ（ᗈᓥᅜ㝿大学）

P －��
タにົࡍるᱩ㇂ᘧஙᡣ⟶⌮ἲㄆᐃ⪅のάືᐇែ

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



396 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ୗぢ༓ᜨ（ᗈᓥᅜ㝿大学）

P －��
Breastfeeding self-efficacy scale の᭷⏝性に関ࡍる文献᳨ウ

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ 1
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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学
生
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ス
タ
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発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
ศፔຓ₇⩦の Simulated Reality

㸫⫾ඣᚰᢿ࣑ࢩュレーࢱーᑟධにࡼる OSCE 㸫
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一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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般
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題
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
ዷፎ期ࡧࡼ࠾ศፔ➨Ϩ期にࡅ࠾る࣑ࢩュレーࣥࣙࢩᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの᳨ウ
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一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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ー
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学
生
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ス
タ
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発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
OSCE ㄢ㢟ࠕฟ⏕┤ᚋの新⏕ඣほᐹ にࠖ関ࡍる学⏕⮬ᕫホ౯のᐇ⩦๓ᚋのኚ

一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



400 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
ศፔ➨Ϩ期にࡅ࠾る࣑ࢩュレーࣥࣙࢩᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉのᐇ㊶ሗ࿌
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一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
ຓ⏘ᖌᩍ⫱にࡅ࠾る OSCE：ศፔຓ

一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



402 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
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題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：十ᔒ⛱Ꮚ（ዉⰋ┴❧་⛉大学）

P －��
OSCE ㄢ㢟ࠕศፔຓᢏ⾡ のࠖᩍဨホ౯と学⏕ホ౯のᐇែ

20 18 6
12 S 0.011 S 0.025

S 0.033 S 0.003 S 0.023
S 0.009

3
1

2  

一般演題（ポスター）　04$&
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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発
表

座長：ᕷᕝ㤶⧊（文ி学㝔大学）

P －�1
⏘⛉タࡽ㐲᪉ᒃఫのዷ⏘፬ࡀศፔのࡵࡓのධ㝔にྥࡅてᚰ㌟の‽ഛࡍࢆるࢫࢭࣟࣉ

 

一般演題（ポスター）　ส期ͷέΞ
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場



404 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
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（
ポ
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タ
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）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᕷᕝ㤶⧊（文ி学㝔大学）

P －��
⏘፬ࡀᤊࡓ࠼ศፔษ㏕ᚩೃとࡑの関連せᅉ

1 2
1 2

5 4 1
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1

 

一般演題（ポスター）　ส期ͷέΞ
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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発
表

座長：ᕷᕝ㤶⧊（文ி学㝔大学）

P －��
పࣜࢡࢫฟ⏘に関ࡍる Core ་⒪の㉁ᣦᶆ（Quality Indicator：QI）のᐇ㊶ホ౯

一般演題（ポスター）　ส期ͷέΞ
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
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題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᕷᕝ㤶⧊（文ி学㝔大学）

P －��
ẕぶのどⅬࢆධࡓࢀపࣜࢡࢫฟ⏘の Local ་⒪の

㉁ᣦᶆ（Quality Indicator：QI）の㛤Ⓨ

一般演題（ポスター）　ส期ͷέΞ
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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発
表

座長：ᕷᕝ㤶⧊（文ி学㝔大学）

P －��
女性のᛮいࡓࡋయ㦂ࢆ⏘ฟࢺー࣋ࣛࣉ

㹼1のㄒࡽࡾ㹼

一般演題（ポスター）　ส期ͷέΞ
3月3日（土）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
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（
ポ
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ー
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学
生
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ー
発
表

座長：ᑠᕝஂ㈗Ꮚ（ᮾி女Ꮚ་⛉大学）

P －��
⏨Ꮚ大学⏕の㑊ዷ⾜ືのయ⪅についてのㄆ㆑と

ዷፎにᑐࡍるࣜࢡࢫㄆ▱との関連

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᑠᕝஂ㈗Ꮚ（ᮾி女Ꮚ་⛉大学）

P －��
大学⏕࣭大学㝔⏕ࡽ⤒ึࡀయ㦂ࡋてࡁている᭶⤒のࢣࣇࣝࢭ

.ULSSHQGRUII. .
2013

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



410 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᑠᕝஂ㈗Ꮚ（ᮾி女Ꮚ་⛉大学）

P －��
㣴護ᩍㅍࡀᤊ࠼ている㧗ᰯ⏕の性のᗣㄢ㢟に関ࡍる⌧状とᑐᛂ

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᑠᕝஂ㈗Ꮚ（ᮾி女Ꮚ་⛉大学）

P －��
✲◊るࡍᐈほ的࣭ほ的ຠᯝに関ࡓࡋ┠╔ーのᚠ⎔ಁ㐍ຠᯝにࢪࣟࢯࢡレࣇࣜ

一般演題（ポスター）　ウィメンズヘルス・思春期 �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



412 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：長ᒸ⏤⣖Ꮚ（Ⲉᇛ┴❧་⒪大学）

P －��
ዷፎ期にあるኵ፬のኵ፬関ಀ‶㊊ᗘとጔのኵの関ࡾࢃとの関ಀ

 40, .44   .54    .58 .60 .55
 40,   .49 .45 .45 .57   .60

 S .01  S .05UV    VSHDUPDQ
V UDQN FRUUHODWLRQ FRHIILFLHQW

 40, .44 .47 .27 .25 �.06
 40, .49 .43 .31   .41 .02

 S .01  S .05UV    VSHDUPDQ
V UDQN FRUUHODWLRQ FRHIILFLHQW

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：長ᒸ⏤⣖Ꮚ（Ⲉᇛ┴❧་⒪大学）

P －�1
ዷፎ期のཱྀ⭍ࢣの⌧状とᚋのㄢ㢟

5

27001

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



414 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：長ᒸ⏤⣖Ꮚ（Ⲉᇛ┴❧་⒪大学）

P －��
ዷ፬にయ㔜⟶⌮についてのಖᣦᑟ࠺⾜ࢆ㝿のຓ⏘ᖌのᅔ㞴ឤ

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
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題
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ポ
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タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：長ᒸ⏤⣖Ꮚ（Ⲉᇛ┴❧་⒪大学）

P －��
፬ே⛉ࢇࡀ⤊ᮎ期ᝈ⪅とᏞにࡓࡏࢃいと㌿㝔ࢆᕼᮃࡓࡋዷ፬の看護

㸫ࡾ㏉ࡓ࠼ࡳࡽࡾ看護⫋のᙺ㸫

A
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A
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一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



416 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：長ᒸ⏤⣖Ꮚ（Ⲉᇛ┴❧་⒪大学）

P －��
ཷㅮ⪅のࢽーࢬにྜࡓࡏࢃฟ⏘‽ഛࢫࣛࢡのᨵၿとホ౯

 
 

一般演題（ポスター）　৷期ͷέΞ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：本ᏕᏊ（♫་⒪ἲேឡோ本㒊）

P －��
ẕ性看護学ᐇ⩦にࡅ࠾る看護学⏕の学ࡧ

㹼ᐇ⩦レ࣏ーࢺにࡳるຓ⏘㝔ᐇ⩦の学ࡧ㹼

A
28

28003

150 1383

KHcoder KWIC

 

 

 
 

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



418 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：本ᏕᏊ（♫་⒪ἲேឡோ本㒊）

P －��
㸿大学㝃ᒓ4㝔にࡅ࠾るຓ⏘ᖌᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉᵓ⠏のヨࡳ

㸫ຓ⏘ᖌࣛࢲーとᩍ⫱యไの一ඖにࡼるࢫࣥࣂࢻຓ⏘ᖌྲྀᚓのྲྀࡳ⤌ࡾ㸫

 

2015
2017 11�002

 
 

2015 4

4 8
4 9 8 3

2015 2016

 
 

4 146 19
41 55 31 0 4
7.3 10 4.8 7.9
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4 146 54 37  
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一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：本ᏕᏊ（♫་⒪ἲேឡோ本㒊）

P －��
A 㝔にࡅ࠾るຓ⏘ᖌᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉసᡂのྲྀࡳ⤌ࡾ

㸫ຓ⏘ᐇ㊶⬟ຊのホ౯᪉ἲの᳨ウ㸫

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



420 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：本ᏕᏊ（♫་⒪ἲேឡோ本㒊）

P －��
A 㝔にࡅ࠾るຓ⏘ᖌᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉసᡂのྲྀࡳ⤌ࡾ

㸫 A 㝔ࢲࣛࣜࣕ࢟ーと CLoCMiP の⼥ྜ㸫

一般演題（ポスター）　ଔڭޙҭ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
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題
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ポ
ス
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ー
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学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰田ࡾ࠾（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

P －��
Ꮚ⫱てୡ௦ໟᣓ࣒ࢸࢫࢩࢣのᵓ⠏ࡓࡋࡊࡵࢆᇶ♏◊✲

㸫⏘ᚋ㸯ࣨ᭶࡛ࡲのẕぶのᏳの期とෆᐜ㸫

A
 

A 140
29 KJ

 

75 53.6 65 46.4
54 (41.8 ) 47 36.4
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KJ
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一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



422 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰田ࡾ࠾（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

P －��
ᤵங期のங⭢⅖にᑐࡍるຓ⏘ᖌにࡼるࢣのຠᯝ：文献レビュー

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰田ࡾ࠾（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

P －�1
ࠗங㢌ᦆയのᡤぢの✀㢮と≉ᚩ の࠘ಙ㢗性の᳨ウ

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



424 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰田ࡾ࠾（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

P －��
┤᥋့ஙࡀᅔ㞴࡞Ꮚࡶとࡑのẕぶの看護ᐇ㊶

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰田ࡾ࠾（⚄ዉᕝ┴❧ಖ⚟♴大学）

P －��
36㐌࡛ฟ⏕ࡓࡋ Late Preterm Infant の⏕ᚋ6ࣨ᭶㛫の့ங状ἣとẕぶのẕங့⫱⤒㦂

37 Late Preterm infant

 

2016 5 2017 3
34 36

2 1

1 3  
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2015-49
 

36 3 2
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2 /
3 2 2-3 1

2-3 4-5 2
1 5 EPDS 3 2 2

1 9 2 1
6  

36 Late Preterm
1-2 1

2
2  

36 Late Preterm infant 3 6
2

一般演題（ポスター）　ೕҭࣇ �
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



426 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⻄田᫂Ꮚ（⪷㊰ຍᅜ㝿大学）

P －��
Ṛ⏘ࢆ⤒㦂ࡓࡋ∗ぶࢆᑐ㇟とࡍるຓ⏘ࢣに関ࡍる文献᳨ウ

一般演題（ポスター）　࢈ࢮͷέΞ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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題
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ポ
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ー
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学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⻄田᫂Ꮚ（⪷㊰ຍᅜ㝿大学）

P －��
ධ㝔୰のṚ⏘ࢣのᐇ㊶とኚ1➨ࠉሗ
㹼 A タ࡛の┤㏆10年㛫の㔞的ኚ㑄㹼
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 371-1
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一般演題（ポスター）　࢈ࢮͷέΞ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



428 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⻄田᫂Ꮚ（⪷㊰ຍᅜ㝿大学）

P －��
ධ㝔୰のṚ⏘ࢣのᐇ㊶とኚ2➨ࠉሗ

㹼∗ẕのグ㏙ࡽᚓࡓṚ⏘ඣのᖐᏯとࡑのᙳ㡪㹼

A 12

6 10
 371-1

( ERB-E-342-1)  

2017 4 30 2017 6 30
 

一般演題（ポスター）　࢈ࢮͷέΞ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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般
演
題
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ポ
ス
タ
ー
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学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⺰㷂ዉὠᏊ（ᒾᡭ་⛉大学）

P －��
ཎⓎ⅏ᐖにࡼる⏕άのᣐⅬの⛣ືࡀཬࡍࡰᏊࢆࡶᣢつẕぶのᗣᨭのࣔࣝࢹのᵓ⠏

㸫ẕぶ㐩の㑊㞴⏕άにࡅ࠾るయ㦂㸫
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一般演題（ポスター）　ࡂ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



430 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⺰㷂ዉὠᏊ（ᒾᡭ་⛉大学）

P －��
༡ᾏࣇࣛࢺᕧ大ᆅ㟈ࡀண ࢀࡉるᆅᇦにఫࡴዷ፬の大ᆅ㟈ࡽ㌟ࢆᏲるഛ࠼の⌧状ศᯒ

 
1.  

 99 32.5 4.5 26.2 6.3
6 �6.1 �  
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�84.8�� 78 �78.8��
59 �59.6�� 52 �52.5��
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一般演題（ポスター）　ࡂ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⺰㷂ዉὠᏊ（ᒾᡭ་⛉大学）

P －��
⏘⛉᭷ᗋࢡࢵࢽࣜࢡの⅏ᐖᑐ⟇のᩚഛにྥࡓࡅヨࡳ

一般演題（ポスター）　ࡂ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



432 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：⺰㷂ዉὠᏊ（ᒾᡭ་⛉大学）

P －��
ᚨᓥ┴のዷ⏘፬ࡸஙᗂඣࡶࢆつẕぶの⅏ᐖ‽ഛにᑐࡋてのㄪᰝࡽぢ࠼てࡇࡓࡁと

㸫ㄪᰝᐇᚋのᑐ㇟⪅のᛂ㸫

一般演題（ポスター）　ࡂ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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般
演
題
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ポ
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タ
ー
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学
生
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タ
ー
発
表

座長：⺰㷂ዉὠᏊ（ᒾᡭ་⛉大学）

P －�1
㟈⅏ᚋ7年┠ࢆ㏄࠼る⚟ᓥ┴の࿘⏘期ཬࡧᏊࡶのᗣ

㸫බ的ࢹーࢱとඛ⾜◊✲ࡽの⪃ᐹ㸫
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1 Mori K, Hayashi K, 2016,; “Increases in perinatal mortality in prefectures contaminated by the Fukushima nuclear 
power plant accident in Japan: A spatially stratified longitudinal study”, Medicine Sep
2 2015  
3 2017 (1) 90  
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1 Mori K, Hayashi K, 2016,; “Increases in perinatal mortality in prefectures contaminated by the Fukushima nuclear 
power plant accident in Japan: A spatially stratified longitudinal study”, Medicine Sep
2 2015  
3 2017 (1) 90  

一般演題（ポスター）　ࡂ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
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ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
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タ
ー
発
表

座長：ᓥ田真⌮ᜨ（ୖᬛ大学）

P －��
ษ࡞┠ࢀいᨭࢆᵓ⠏ࡓࡋຓ⏘ᖌのᐇ㊶にᑐࡍるࣇーࣝ࣡ࢻーࢡㄪᰝሗ࿌

一般演題（ポスター）　Εͷͳ͍ࢧԉ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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題
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ポ
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学
生
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タ
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発
表

座長：ᓥ田真⌮ᜨ（ୖᬛ大学）

P －��
ዷፎ࣭ฟ⏘࣭⫱ඣのษ࡞┠ࢀいᨭయไのᵓ⠏に関ࡍる◊✲1➨ࠉሗ

㸫 A ᕷの⏘ᚋࢣᨭయไのᵓ⠏にྥࡅて㸫

一般演題（ポスター）　Εͷͳ͍ࢧԉ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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436 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᓥ田真⌮ᜨ（ୖᬛ大学）

P －��
ዷፎ࣭ฟ⏘࣭⫱ඣのษ࡞┠ࢀいᨭయไのᵓ⠏に関ࡍる◊✲2➨ࠉሗ

㸫 A ᕷࠕ⏘ᚋ࣏ࢧ࣐࣐ーࢺࢵࢣࢳࢺ のࠖά⏝状ἣとࡑのホ౯㸫

一般演題（ポスター）　Εͷͳ͍ࢧԉ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場

A

 
 

A 4 303

514  

288 95.0 143 49.7 145 50.3
223 77.4 53 18.4 175 60.8

111 38.5  
29 10.1% 1

16 (55.2%) 2 11 37.9% 3 2 6.9%
23 79.3%

5 (1.7%) 244 (84.1%)
167 68.4 26 10.7

42 17.2
 

 

 

 
 

28 COC
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᓥ田真⌮ᜨ（ୖᬛ大学）

P －��
大学㝔にࡅ࠾る⏘〟ࣙࢩーࢸࢫࢺのᐇ㝿

一般演題（ポスター）　Εͷͳ͍ࢧԉ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場



438 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᓥ田真⌮ᜨ（ୖᬛ大学）

P －��
A 㝔の≉ᐃዷ፬の看護に関ࡍるᐇ㊶ሗ࿌

一般演題（ポスター）　Εͷͳ͍ࢧԉ
3月3日（土）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：బ⸨いࡳࡎ（බ❧大学ἲேᶓᕷ❧大学）

P －��
⏘ᚋ1᭶のึ⏘፬ࡀ⫱ඣࡾࡼឤࡌる⌧状

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



440 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：బ⸨いࡳࡎ（බ❧大学ἲேᶓᕷ❧大学）

P －��
Ꮚ⫱て期女性のᗣに関ࡍるㄪᰝ◊✲

㸫⏘ᚋ6ࣧ᭶と⏘ᚋ10ࣧ᭶のᗣ状ែのẚ㍑㸫

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：బ⸨いࡳࡎ（බ❧大学ἲேᶓᕷ❧大学）

P －��
ඣのἽࡁに関ࡍるሗᥦ౪ࡸዷ፬の≉性と⏘ᚋのẕぶのᅔ㞴ឤとの関連

 

1

1
1 8

STAI  SOC
2005

“ ” 6
“ ” 5 11

 
663

COI

80 50
62.5% n=22 (n=28)

32.6±6.0 ± 29. 3±5.0 (p=0.037)
STAI SOC

28.6±3.4 28.1±4.3 27.4±5.0 27.4±3.9 25.4 4.3 24.6
4.0

SOC (r=-.431, p=.002, 
r=-.431, p=.002, r=-.486, p=.000) STAI (r=.527, 
p=.000, r=.623, p=.000, r=.543, p=.000)

STAI SOC

C 26463406

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



442 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：బ⸨いࡳࡎ（බ❧大学ἲேᶓᕷ❧大学）

P －��
る◊✲ㄪᰝࡍに関ࢺー࣏ࢧ࣭ࣝࣕࢩーࢯてるẕぶの⫱ඣᏳと⫱ඣ⫱ࢆるஙᗂඣࡅ࠾にࢱ

㸫ᑡᏊ♫の୰࡛ຠᯝ的࡞ḟᏊのዷፎࢆあ࡞ࡵࡽࡁいᨭのあࡓࡾの一⪃ᐹ㸫

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：బ⸨いࡳࡎ（බ❧大学ἲேᶓᕷ❧大学）

P －�1
᪩期⏘࣭పฟ⏕య㔜ඣの㏥㝔ᚋ1᭶㛫にࡅ࠾るẕぶのయ㦂

㸫ẕぶとࡋての⮬ಙࢆ୰ᚰに㸫

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



444 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ΎỈΎ⨾（ᇛすᅜ㝿大学）

P －��
ᅜෆ文献の᳨ウࡓࡅのከ㠃的ᨭにྥーࢨ࣐ࣝࢢࣥࢩ

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ΎỈΎ⨾（ᇛすᅜ㝿大学）

P －��
∗ぶࡀᤊࡓ࠼⏘ᚋ6ࣧ᭶のẕぶのᗣに関ࡍるㄪᰝ◊✲

㸫ẕぶのᚰ㌟のኚにᑐࡍる∗ぶのᡞᝨいについて㸫

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



446 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ΎỈΎ⨾（ᇛすᅜ㝿大学）

P －��
ࢺ࣓ࣥ࣡ࣃ࢚ࣥඣ期のぶの⫱ࠕ のࠖᴫᛕに関ࡍる文献᳨ウ

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ΎỈΎ⨾（ᇛすᅜ㝿大学）

P －��
る看護࠼ᨭࢆ⛬る㐣࡞፬のぶと⏘ึࡓࡗ࡞ーと࣑ࣜࣇࣉࢵࢸࢫ

㸫ዷፎ୰期ࡽ⏘ᚋ㸯年࡛ࡲの一の関ࡾࢃの᳨ウࡽ㸫

 

1
 

A B B 2
C B C B D 1

B C D
A

 
B C  
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一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



448 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ΎỈΎ⨾（ᇛすᅜ㝿大学）

P －��
➨2Ꮚ௨㝆のᏊࢆࡶฟ⏘ࡍる女性にྥࡓࡅᏊ⫱てࡸ⏕࣭性に関ࡍるࢡࢵࣈレࢺࢵのホ౯

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：႐ከ㔛ᕫ（日本赤十字看護大学）

P －��
ࣝࢹるእデ࣭ෆデ一యࣔࢃ࡛┠一ࡀ⾜ศፔ㐍ࠕ のࠖホ౯

㸫እデとෆデࢆつࡆ࡞るࡇと࡛῝ࡲるデ᩿のࢫࢭࣟࣉ㸫

一般演題（ポスター）　ڭҭ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



450 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：႐ከ㔛ᕫ（日本赤十字看護大学）

P －��
るࢃに☜ࡀ⾜ศፔ㐍ࠕ እࠖデ࣭ෆデᢏ⾡ࢆ┠ᣦࡓࡋᩍ⫱のྲྀࡳ⤌ࡾ

一般演題（ポスター）　ڭҭ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：႐ከ㔛ᕫ（日本赤十字看護大学）

P －��
ຓ⏘ᖌᩍ⫱ㄢ⛬༞ᴗ（ಟ）の฿㐩ᗘ┠ᶆにᑐࡍる฿㐩ᗘ⮬ᕫホ౯

㸫ᖹᡂ28年ᗘㄪᰝ㸫

 

�
�

 

3

 

� � �
� �

�  

一般演題（ポスター）　ڭҭ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



452 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：႐ከ㔛ᕫ（日本赤十字看護大学）

P －��
ຓ⏘学ᩍ⫱ㄢ⛬のࣜࣉᆺ e- ࡳᑟධのヨ࢛࢜ࣜࣇࢺー࣏

一般演題（ポスター）　ڭҭ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：႐ከ㔛ᕫ（日本赤十字看護大学）

P －�1
ຓ⏘ᖌ学⏕ࣂ࠺⾜ࡀーࢫレビューのෆᐜとᩍ⫱的関ࡾࢃに関ࡍる᳨ウ

 

1
11

�11 �
3 1 1 3 2 4 6 3 7

4  

186 26.9 94.1 21.6
94 8.2 4.2  

S 0.05

S 0.05

 

7
 

 

 

 

 
2016  

一般演題（ポスター）　ڭҭ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



454 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ྡࡳࡄࡵ（ᮾி大学）

P －��
㝜ಖ護にࡅ࠾るຓ⏘ᖌのど⥺ゎᯒ

㸫⇍⦎ຓ⏘ᖌと新༞ຓ⏘ᖌとのẚ㍑㸫

 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ྡࡳࡄࡵ（ᮾி大学）

P －��
るㄪᰝࡍຊの㡯┠ෆᐜと฿㐩ᗘに関⬟ࢣるຓ⏘ᖌᩍ⫱༞ᴗのศፔ期ࡼㄪᰝにࣇࣝࢹ

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



456 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ྡࡳࡄࡵ（ᮾி大学）

P －��
ຓ⏘ᖌ㣴ᡂㄢ⛬にࡅ࠾るᩍ⫱᪉ἲのᐇែㄪᰝ

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ྡࡳࡄࡵ（ᮾி大学）

P －��
ຓ⏘学ᑓᨷ⛉にࡅ࠾る⮫ᗋᩍဨไᗘに関ࡍる一ሗ࿌

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



458 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ྡࡳࡄࡵ（ᮾி大学）

P －��
ຓ⏘ᖌ学⏕ࡀ㝜ಖ護に⩦ᚓᅔ㞴とឤࡌるᡭᢏとࡑのせᅉ

10

 160+037  

 

 

 

3
 

 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －��
⮬ᚊ⚄⤒άືࢆᣦᶆとࡓࡋ⏘ᚋࣚー࢞のຠᯝ

 

1
 

1 127
VersionJp1.0 5

R-R
 LF; 0.035 0.15Hz : HF; 0.15 0.4Hz

: VLF; 0.007 0.035Hz
total power: TP LF LF/HF

HF 60 10
2 0.25Hz 15 /

Wilcoxon A
 

33.0 6'=4.0 8.0 3.0
LF 166.6 6(=13.6 ms2 HF 191.2 11.8 ms2 VLF 222.6 17.6 ms2 LF/HF 1.0

0.08 TP 573.4 33.2 ms2 LF 216.9 17.8 ms2 HF 272.1
23.4 ms2 VLF 284.3 19.3 ms2 LF/HF 1.1 0.12 TP 763.5 45.8 ms2  

LF HF VLF TP p .01 LF/HF
 

TP
HF

LF/HF
 

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



460 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －��
⏘ᚋ1年の女性のయ㔜ࠊ㌟య⤌ᡂと㌟యάືのᐇែと関連

BMI21.0Kg/m2

BMI24.9Kg/m2

1
 

6 1 23
DC-320 TANITA CO.,LTD.,Tokyo,Japan

Lifecorder GS SUZUKEN CO.,LTD.,Nagoya,Japan
7

Pearson
A  

32.8 6'=4.3, Range28-41 9.2 1.8
18 4 49.8 5.7 Kg 25.4 4.7 BMI 19.8 2.0
Kg/m2 BMI24.9Kg/m2 25.0 30.0

14 60.9 30.0 1 4.3 BMI25.0 
Kg/m2 30.0 1 4.3  

7 163.7 6'=76.0, Range83-377 Kcal/ 8042.6 3408.6, 
4638-20217 / 1710.1 158.7, 1447-2050 Kcal/ 85.1 32.0, 52.6-191.1

/ 5.5 2.4, 3.1-14.2 Km/  
r 0.75, p<.01

r 0.42, r 0.42, p<.05  

27
6227 20 7319 30 7070 BMI

1 BMI

 

6 1
25.0 6

 

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －��
⏘ᚋࢫࣛࢡのຠᯝとព⩏

1
1  

 

1  
27 7 28 2  

 

82 63.9� 64.6� 1  
50.0

40.2 35.4� 30.5�
 

67.1� 40.2 30.5
 

46.3� 35.4� 2
70.4�  

99.2�
79.0� 75.6�

57.1� 43.7�
41.2�  

51.3� 38.7�  

 

 

 

1
 

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



462 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －��
⏘፬ᗣデᰝᴗのᑟධと⌧状

㸫看護学ᩍဨと㝃ᒓ㝔看護㒊の༠ാ㸫

 
 

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －�1
A ┴ዷ⏘፬の⏘๓⏘ᚋࢣのᨭෆᐜに関ࡍる᳨ウ

㸫ึ⏘፬と⤒⏘፬のẚ㍑ࡽ㸫

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



464 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰᰿┤Ꮚ（日本赤十字♫་⒪ࢱࣥࢭー）

P －��
㧗年ึ⏘፬の⏘ᚋの╧╀と⑂ປに関ࡍる文献᳨ウ

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ຍ⸨༓ᬗ（ᮥᯘ大学）

P －��
ศፔにᦠࢃるຓ⏘ᖌと་ᖌのレࢫ࢚ࣥࣜࢪ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



466 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ຍ⸨༓ᬗ（ᮥᯘ大学）

P －��
ษ㏕᪩⏘ዷ፬の౽ࣟࢺࣥࢥーࣝに関ࡍる⌧状と་⒪⪅のᛮい

42/

 

 

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ຍ⸨༓ᬗ（ᮥᯘ大学）

P －��
ษ㏕᪩⏘ዷ፬の౽⛎にᑐࡍる看護⪅の⾜ືに関連ࡍるせᅉの᳨ウ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



468 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ຍ⸨༓ᬗ（ᮥᯘ大学）

P －��
Ꮚのẕぶの⫱ඣにᑐࡍるឤについての文献᳨ウ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ຍ⸨༓ᬗ（ᮥᯘ大学）

P －��
㏥㝔ᚋの࿘⏘期のࣜࢢーࢣࣇとᆅᇦ連ᦠࣝࢹ࣒ࣔࢸࢫࢩヨのጇᙜ性の᳨ウ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ 1
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



470 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᮧᖾ௦（ᶓᕷ❧大学）

P －��
20㹼30年௦にࡅ࠾る⏘፠ࠉᕝᮧ⨾のάື

㸫ዷ⏘፬ྲྀᢅ⡙のグ㘓ࡽ㸫

 

29015

一般演題（ポスター）　ॿ࢈ͷྺ࢙ͱཧ
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᮧᖾ௦（ᶓᕷ❧大学）

P －��
20㹼30年௦にࡅ࠾る⏘፠ࠉᕝᮧ⨾のάື

㸫ᑐ㇟⪅のㄒࡽࡾ㸫

一般演題（ポスター）　ॿ࢈ͷྺ࢙ͱཧ
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場

29015

 1  

 
 

1  
1 35 45  

 

 
20

 

 

 



472 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᮧᖾ௦（ᶓᕷ❧大学）

P －1��
௦のᚨᓥのẕᏊࢆᨭࡓ࠼ຓ⏘άືのᐇ㝿

㸫ᐇ⩦⏕ࡲࡀとࡓࡵಶேྐのศᯒ㸫

 

一般演題（ポスター）　ॿ࢈ͷྺ࢙ͱཧ
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᮧᖾ௦（ᶓᕷ❧大学）

P －1�1
一タにࡅ࠾るฟ⏘タ㑅ᢥ⌮⏤に関ࡍるㄪᰝ

200

2

1
A

A 37.8
 

1
 

一般演題（ポスター）　ॿ࢈ͷྺ࢙ͱཧ
3月4日（日）10：30～11：30　ポスター会場



474 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᯇ㷂ᨻ௦（大㜰大学）

P －1��
㐲㸫㏆㒊 ᗘ໙㓄の⦆៏ୖ᪼とࠊ╧╀関連ᣦᶆとの関ಀ

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



475J. Jpn. Acad. Midwif., Vol. 31, No. 3, 2018

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᯇ㷂ᨻ௦（大㜰大学）

P －1��
ዷ፬ࡀஙඣとࢀࡩあࠕ࠺Mama Touch ࣒ࣛࢢࣟࣉ ࡧࡼ࠾ࠖ

ၚᾮࣥࢩࢺࢩ࢟࢜ ᐃのᐇ⾜ྍ⬟性

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



476 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᯇ㷂ᨻ௦（大㜰大学）

P －1��
⫱ඣᨭࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉHUG Your Baby のࠖ᭷⏝性

㸫⏘ᚋのࢣࣥーࢺとࢱࣥビューࢆ㏻ࡋて㸫

 

( 1
3 ) Wilcoxon

Bowen et al. 2009

( 16-A052)  

1 3 82 3
DVD

(p=0.000) (p=0.001) 3
DVD (p 0.032) (p 0.009)

1 3 9
 

2 7 9 HUG Your 
Baby

 

HUG Your Baby 9

 

HUG Your Baby
Bowen et al. 2009

 

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᯇ㷂ᨻ௦（大㜰大学）

P －1��
るຓ⏘ᖌのయ㦂ࡍ㛤ദࢆᩍᐊࢣࢳࢵࢱ

 

 

 

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



478 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᯇ㷂ᨻ௦（大㜰大学）

P －1��
ົຓ⏘ᖌのᆅᇦ࡛のάືと連ᦠ

一般演題（ポスター）　ࢠҭͯࢧԉ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⴥஂ真⌮（ᚨᓥ大学）

P －1��
ຓ⏘ᖌ㣴ᡂㄢ⛬ಟにồࢀࡽࡵるẕங⫱ඣᨭᇶ♏⬟ຊ

㸫ຓ⏘ᩍဨと新༞⪅ᣦᑟຓ⏘ᖌのẚ㍑㸫

p

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



480 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⴥஂ真⌮（ᚨᓥ大学）

P －1��
ຓ⏘学⏕࠺⾜ࡀಖᣦᑟሙ㠃にࡅ࠾るヰ࡛のⓎヰの≉ᚩ

6WDWFHO3

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⴥஂ真⌮（ᚨᓥ大学）

P －1��
⏘፬の状ἣにᛂࡓࡌศፔຓᢏ⾡の⩦ᚓࢆ┠ᣦࡓࡋ学ෆ₇⩦の᳨ド

3 4

 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



482 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⴥஂ真⌮（ᚨᓥ大学）

P －11�
ຓ⏘ᡤにࡅ࠾る᪩期య㦂ᐇ⩦のホ౯

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᒣ⨾（新₲་⒪⚟♴大学）

P －111
➨5ᅇࠉ新ேຓ⏘ᖌ◊ಟᐇ㊶ሗ࿌

 
 
 
 

24
28 5

 
 

3 45  
28 8 10 1 2 &7*

3 4
5  

28 3 4
5 4 5  
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100

100
5 100 85

100
89� 98�  
 

 

 
 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



484 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᒣ⨾（新₲་⒪⚟♴大学）

P －11�
ຓ⏘ᐇ㊶⬟ຊࢆ⫱ᡂࡍるᩍ⫱᪉ἲに関ࡍる文献レビュー

 

Web 2016 9
1 2

Medline CINAHL EMBASE CENTRAL (Cochrane)
Web 2016 9 1 RCT

2 3
4  

20 8 RCT
2

CAI Computer Assisted Instruction
e-learning PBL

moral competence web-based learning PBL
 

 

 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᒣ⨾（新₲་⒪⚟♴大学）

P －11�
ẕ性看護学ᐇ⩦にࡅ࠾る学⏕の⮫ᗋ࡛の⤒㦂

㸫ᐇ⩦にᑐࡍるㄆ㆑のኚとᐇ⩦┠ᶆ㐩ᡂの⌧状㸫

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



486 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：୰ᒣ⨾（新₲་⒪⚟♴大学）

P －11�
A 大学ẕ性看護⥲ྜᐇ⩦ࠕษ࡞┠ࢀいᏊ⫱てᨭ 学⩦ຠᯝの᳨ウࡓࡋព㆑ࠖࢆ

 
 

 

2016
A

 
A 3

4
 

 
 

4 2 8 9 2
7 O

21 2

 

 

 
 

 
 

一般演題（ポスター）　ڭҭ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －11�
ฟ⏘ࡓࡋ女性のࠕ⏘ᚋࢫࢩࣛࢡ ㄏࠖⓎせᅉ

㹼ẕぶのㄒࡾのศᯒ࣭ࡽ性⏕άに↔Ⅼࢆᙜてて㹼

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



488 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －11�
ẕங⫱ඣにᑐࡍるࡀࡾࢃࡔࡇᙉࡃ⏘ᚋ࠺つࢆⓎ症ࡓࡋにᑐࡍる関ࡾࢃ

 
 

 

20
1

 

20 1 A  

A

A

 

A
1  

 

 

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －11�
⥲ྜ࿘⏘期ẕᏊ་⒪ࢱࣥࢭーにࡅ࠾るศፔᵝᘧู EPDS ᚓⅬのẚ㍑᳨ウ

 

 
1

 

1  
6 1

2013  
2  

2015 10 1 2016 5 31
209 96 113  

3  
1738  

48 31
82 1 9 14 14.6 9 8

P 0.05 12 25 3 9.7
2 4.2 6 7.3

13 0 0.0 25 2 8.0 22
2 9.0 43 4 9.3 62 4 6.5

32 3 9.4 58 6 10.3
 

9 9
79 15 19.0 130 8 0.6 P 0.01  

 

1  
2  

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



490 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －11�
ẕぶのၚᾮࣥࢩࢺࢩ࢟࢜とඣのឡ╔との関ಀ

㸫 ELISA ἲにࡼるࣥࢩࢺࢩ࢟࢜ ᐃࡽ㸫

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －11�
∗ぶの‘⏘ᚋ࠺つ’に関ࡍる㉁的◊✲の࣓ࢫࢩࢭࣥࢩ࣭ࢱ

1949

Leonard

CINAHL ClinialKey MEDLINE
postnatal(postpartum, puerperal, perinatal) depression father(s) qualitative 

study(research)
Noblit and Hare(1988) 7

Critical Appraisal Skills Programme CASP Qualitative research
0-10 Ethical committee

 

50
6 4 2011 2017

2 2002,2014
CASP 7 8

UK 2

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ⓑ▼୕ᜨ（大㜰大学）

P －1��
てࡋࡊࡵࢆー࢛ࣟࣇ፬の〟ࡓࢀධࡾྲྀࢆ⾲つ㉁ၥ࠺ᚋ⏘ࣛࣂࣥࢪ࢚

一般演題（ポスター）　࢈᧘期ͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᮌୗ༓㭯（ᮥᯘ大学་学㒊ᒓ㝔）

P －1�1
ษ㏕᪩⏘࡛ධ㝔ࡋているዷ፬のࢺࢫレࢫとࢣとの関連

㹼㐣ཤ3年㛫のㄪᰝࡽ㹼

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



494 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᮌୗ༓㭯（ᮥᯘ大学་学㒊ᒓ㝔）

P －1��
ඣࡀ NICU にධ㝔ࡍるࡇとࡀỴᐃࡋているẕぶのዷፎ期ࡽ

⏘〟᪩期࡛ࡲのᚰ⌮的ኚとຠᯝ的ࢣ࡞の⪃ᐹ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᮌୗ༓㭯（ᮥᯘ大学་学㒊ᒓ㝔）

P －1��
⨺Ỉ᳨ᰝཷ᳨๓ᚋのዷ፬のᛮいとᨭの᳨ウ

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



496 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᮌୗ༓㭯（ᮥᯘ大学་学㒊ᒓ㝔）

P －1��
NICU にධ㝔ࡍるᏊࡶࢆࡶつẕぶと⏘ᚋ࠺つに関ࡍる文献レビュー

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：ᮌୗ༓㭯（ᮥᯘ大学་学㒊ᒓ㝔）

P －1��
A 㝔の NICU 看護ᖌにࡼるᅾᏯゼၥ看護ᨭ

㸫ᅾᏯ⛣⾜๓とᅾᏯ⛣⾜ᚋに↔Ⅼࢆあてて㸫

一般演題（ポスター）　ϋΠϦスΫ৷・ส・࢈᧘・৽ੜࣇͷέΞ �
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場



498 日本ຓ⏘学ㄅ31ࠉᕳ3 （ྕ2018）

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）・
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

座長：㰻⸨ⱥᏊ（日本赤十字看護大学）

P －1��
ຓ⏘ᖌにࡼるᾏእ㟷年༠ຊ㝲（JICA）のẕᏊಖάືについて

学⏕ࡀ学ࡇࡔࢇと：㉁的グ㏙的ศᯒ

4
JICA

 

2016
90 JICA

JICA
110 48 43 8

JICA
JICA

一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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座長：㰻⸨ⱥᏊ（日本赤十字看護大学）

P －1��
ྎ‴にࡅ࠾る⏘ᚋࢱࣥࢭࢣーのどᐹሗ࿌

一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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座長：㰻⸨ⱥᏊ（日本赤十字看護大学）

P －1��
る࿘⏘期་⒪の⌧状ࡅ࠾ඹᅜのᆅ᪉㝔にビࣥࢨ

一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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座長：㰻⸨ⱥᏊ（日本赤十字看護大学）

P －1��
るዷ፬⫧‶の➨一ᅇᅜព㆑ㄪᰝࡍຓ⏘ᖌにᑐࣝࢦࣥࣔ

一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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座長：㰻⸨ⱥᏊ（日本赤十字看護大学）

P －1�1
ẕங⫱ඣࢡࢵࢽࣜࢡの⥅⥆的ࡍࡽࡓࡶࡀࢣ࡞女性のẼᣢࡕのኚ

一般演題（ポスター）　ࡍࠃॿ׆࢈ಈ
3月4日（日）13：30～14：30　ポスター会場
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ֶੜポスターൃද
3月4日（日）13：00～14：30　ポスター会場

�1��� ֶੜͷίンυーϜ༻ͷࣗײྗޮݾͱੑߦಈͷؔ࿈
 日本赤十字⛅田看護大学大学㝔

����� � 　ΔཁҼ͍ͯ͠ڹͷӫཆ๏બʹӨޙઃ༬͚Δͷೖॴ・ೖԂࢪΛอҭࣇࡀ
 日本赤十字⛅田看護大学大学㝔

����� େֶӃͰͷॿڭࢣ࢈ҭʙࣛࣇౡݝͷౡͰͷֶͼʙ
 㮵ඣᓥ大学大学㝔

����� ग़ޙ࢈・࢈ͷੜ׆ͷΠメーδܗΛࢀͨ͠ࢦՃ྆ܕֶڃ
 日本赤十字看護大学大学㝔

����� ΧンϘδΞͷࢠอ݈ͷݱঢ়ͱࢧࡍࠃԉͷࡏΓํ
 日本赤十字看護大学大学㝔

����� հߍֶ
 ዉⰋ┴❧་⛉大学大学㝔

����� ॿֶࢣ࢈ੜ͕ӡӦ͢Δҭࣇαϩンͷ࣮ࡍ
 ୖᬛ大学ຓ⏘学ᑓᨷ⛉

����� ؍࢈ͷॿͪͨࢲҭͯͯ͘Ε͕ͨྫࣄଓܧ
 大学ຓ⏘学ᑓᨷ⛉
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プレコングレス 1
3月2日（金）13：40～15：20　第3会場

ೕࢧԉͷεΩϧΞοϓɿ
ʮ助産ࢣにΑΔೕέΞͱʯ

主催：日本助産師会

講師：宮　下　美代子（みやした助産院院長）

　助産師が行う乳房ケアには、触診に加えて、他の状態を的確にアセスメントするための問診、視診などを

用いたフィジカルアセスメントが不可欠です。とくに産後早期は、母子の状態が急速に変化していきます。

その経時的な変化の中で、この先にどのようなことが起こり得るかを常に予測し、その予測に基づく早めの

対応が求められます。

　助産師は、母親がどのような思いでいるのか声を聴き、乳房や身体の状態を診ながら子どもの状態と合わ

せて診断し、どの時点で介入が必要になるのかを考え、状態を悪化させないような対応をしなければなりま

せん。

　今回、産後早期の事例をとりあげ、継時的変化にそった状況把握のしかたや診断の手段としての乳房ケア

について具体的にお話します。明日からの実践に役立てることができる「助産師の技」をお伝えします。

プレコングレス 2
3月2日（金）15：30～17：00　第3会場

助産学एखڀݚ者ωοτϫーΫにࢀՃ͠Α͏ʂ

　大学院を修了し、教育者・研究者・実践者となった助産学若手研究者で集い、日々の教育・研究をどうし

ているのか、どのように社会に助産学研究を還元させていくのか、アカデミアに対する助産学研究者の貢献

は、など幅広い内容で話し合う機会です。ご自分は若手研究者！と思われる方、是非ご参加ください。また、

大学院進学に興味があり、その後のキャリアがどうなるのか気になっている方、後輩育成に関心のあるシニ

ア研究者の方もぜひご参加ください。

プログラム
1. 日本助産学会若手研究者ネットワークの発足と日本学術会議の動向

 　　聖路加国際大学　ウィメンズヘルス・助産学　新福洋子

2. 日本助産学会理事から、若手研究者への期待

 　　日本助産学会　理事長　高田昌代

3. 若手研究・キャリアの紹介

 　　長崎大学　生命医科学域　加藤千穂

 　　京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻　博士後期課程　増澤祐子

4. 意見交換会

主　催：日本助産学会若手研究者ネットワーク

対　象：若手研究者・教育者・実践者、関心のある助産師、研究者

参加費：無料

定　員：80 名程度
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プレコングレス 3
3月2日（金）13：40～15：20　第4会場

ΊΒΕΔ助産ͷྗٻに࣌ҭてੈҬแׅγεςϜࢠ
ʵ助産実ફྗҭΛ͑ߟΔʵ

　いま日本では、女性の職業における活躍、社会進出が超加速されています。同時に、女性活躍と家族を支

える子育て世代地域包括センターやケア構想も本格始動しています。いま、地域包括ケアシステム構築に参

画でき、システムを効果的に運用できる実践能力を備えた人材を育成することは、助産師にとってチャレン

ジングな教育課題です。皆さんと一緒に、いま、日本で待ったなしの現場リクエストに応えうる実践能力の

育成 / 獲得について考えましょう！奮ってご参加ください。

【プログラム】
子育て世代地域包括システムの構築と推進　

　　厚生労働省母子保健課　中根恵美子先生

助産養成課程における教育方法の実態調査から　

　　日本赤十字看護大学大学院　齋藤英子先生

地域包括ケアの現場から渇望する助産師の力

　　和光市　和光産前・産後ケアセンター　伊東優子先生

参加費：無料

定員：130名
主催・申し込み連絡先：全国助産師教育協議会 zenjomid.1965@car.ocn.ne.jp

プレコングレス 4
3月2日（金）15：30～17：00　第4会場

म会ݚධՁ員ؔػҭڭ
ʙධՁ員ͷׂについてʙ

　日本助産評価機構は、2008年に文部科学大臣に認証評価機関として認証されて以来、専門職大学院、大学

学士課程、専修学校 / 専門学校等の認証評価を行ってきました。現在、大学評価システムの改革が行われ大

学教育の内部質保証の取り組みが推進され、分野別評価の助産領域においても、教育機関自身が質保証の第

一義的責任を果たす必要性があります。そこで、今回、認証評価受審校に評価員として関わっていただくた

めに研修会を企画しました。現状の認証評価の骨子を紹介し、助産教育の内部質保証の在り方を参加者の方々

と意見交換を行って助産認証評価の活性化を図っていきたいと思います。

プログラムと内容
1.　日本助産評価機構の役割および評価員の役割について

2.　評価の流れ、認証評価ハンドブック評価基準の紹介

3.　評価内容の記載法について

主　催：財）日本助産評価機構

対　象：日本助産評価機構の評価員の講義（2017年8月25日）を受講した方

　　　　（8月に配布した教育機関評価ハンドブックをご持参ください。）

連絡先：江藤宏美　　heto@nagasaki-u.ac.jp
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プレコングレス 5
3月2日（金）14：00～15：20　第5会場

શࠃ助産ࢣ学ੜަྲྀ会ˍߨԋ会

　今回の全国助産師学生交流会はしばさき整体院の院長小川善彦氏をお招きし

前半は妊産褥婦が訴える不調について整体師の観点からご講義頂き、後半は骨盤を実際に触れて演習をおこ

ないます。産後の骨盤や筋肉の状態を知り、骨盤ケアについて伝授して頂きます。全国の助産師学生と知り

合う良い機会でもあります。ふるってご参加ください。

プログラムと内容
1. 講　演　14：00～14：40　　

 テーマ：妊産褥婦が訴える不調について～整体師の観点から～

2. 演　習　14：50～15：20　　　　　

 テーマ：骨盤を調整してみよう

 講　師：しばさき整体院　院長　小川善彦氏

参加費：無料（お茶とお菓子付）

対　象：助産学生

定　員：70名程度

主　催：全国助産師教育協議会、日本助産学会




